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豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
甲
斐
市
。普

段
何
気
な
く
利
用
す
る
橋
や
山
道
な
ど

も
、降
水
量
が
多
い
こ
の
時
期
は
天
気
の
変

化
に
よ
っ
て
突
如
危
険
な
場
所
と
な
り
ま

す
。甲
斐
市
に
お
い
て
も
過
去
に
豪
雨
に
よ

る
被
害
が
で
て
い
ま
す
。

　
昭
和
60
年
７
月
に
静
岡
県
沼
津
市
付
近

に
上
陸
し
た
台
風
の
影
響
で
、山
梨
県
で

も
激
し
い
雨
が
降
り
、各
地
で
被
害
が
で
ま

し
た
。

　
甲
斐
市
で
は
、直
接
的
に
は
大
き
な
被
害

は
免
れ
ま
し
た
が
開
国
橋
の
落
橋
が
進
み

（
写
真
①
）、農
作
物
な
ど
に
も
被
害
が
で

ま
し
た
。実
際
に
災
害
が
起
こ
れ
ば
、公
的

機
関
に
よ
る
救
助
や
支
援
も
最
大
限
に
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す（
公
助
）が
、そ
れ

に
加
え
よ
り
多
く
の
大
切
な
命
を
守
る
為

に
、自
ら
の
的
確
な
判
断
で
自
分
自
身
を
守

る「
自
助
」と
、家
族
や
地
域
住
民
で
助
け

合
う「
共
助
」が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

水害に備えるポイント！

事前
準備

　いざ災害が起こった時、迅速に行動できるよう事前の準備が欠かせません。
備蓄品の準備や、災害情報、避難方法のポイントを紹介します。

１．連絡方法を決めておく
　家族の安全を確認するための連絡方法を事前に決
めましょう。災害用伝言ダイヤルなどのサービスの
利用についても話し合いましょう。

２．避難場所を確認
　学校や職場、買い物などで家族が離ればなれに
なっているときに災害が発生した場合、慌てないよう
に事前に集合場所を決めておきましょう。
※水害時緊急指定避難場所については、市ウェブサ
　イトをご覧ください。

３．家の備えを万全に
　家の周りにある、強風で飛ばされてしまいそうな物
は、室内にしまうか、固定しましょう。庭の木などには支
柱を立て、側溝の落ち葉などを掃除しましょう。
　また、災害が起きてから持ち出し品の準備する時
間はないので、非常時に持ち出すべきものをあらか
じめリュックサックなどに詰めておき、いつでもすぐに
持ち出せるようにしましょう。

　
市
で
は
、災
害
発
生
時
に
各
種
警
報
や

情
報
の
入
手
が
困
難
で
、一
人
で
は
避
難
す

る
こ
と
が
難
し
く
、支
援
を
必
要
と
す
る

「
避
難
行
動
要
支
援
者
」へ
の
対
策
の
一
環

と
し
て
、名
簿
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
名
簿
は
、消
防
、警
察
、民
生
委
員
、

各
自
治
会
、消
防
団
な
ど
の
関
係
機
関
と

情
報
を
共
有
し
、災
害
等
が
発
生
し
た
と

き
の
対
応
に
役
立
て
ま
す
。

 

対
象

○
身
体
障
が
い
者（
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜

　
３
級
の
体
幹
、上
下
肢
、視
覚
、聴
覚
の

　
障
が
い
の
あ
る
人
）

○
知
的
障
が
い
者（
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
人
）

○
精
神
障
が
い
者（
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

　
手
帳
１
・
２
級
の
人
）

○
介
護
保
険
の
認
定
区
分
が
要
介
護
３
〜

　
５
の
人

○
65
歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
虚
弱
高

　
齢
者
等

○
そ
の
他
、世
帯
全
員
が
高
齢
者
や
障
が

　
い
者
等
の
理
由
で
支
援
が
必
要
な
人

※

登
録
方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は…

　
高
齢
者…

長
寿
推
進
課（
新
館
１
階
）

　
☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
９
３

　
障
が
い
者…

福
祉
課（
新
館
１
階
）

　
☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
９
１

　災害用伝言ダイヤルは、電話がつながりにくい
ときに、家族や知人同士無事を確認するための
サービスです。「１７１」に電話をかけ、案内に従っ
て操作をすると、自分
のメッセージを残した
り、相手のメッセージを
聞くことができます。
※詳しくは、NTT東日
　本ウェブサイトをご
　覧ください。

□水・非常食…ペットボトル入り飲料 水、缶詰、
　チョコレートなど火を通さずに食べられるもの。
□生活用品…ライター（マッチ）、ろうそく、ハサ 
 ミ、カッター、缶切り、ビニール袋、ティシュペー 
 パー、ウェットティシュ、携帯電話の予備バッテ 
 リーなど
□携帯ラジオ…電池も忘れずに。
□救急薬品…持病のある人は常備薬も忘れずに。
□懐中電灯…１人に１個。電池も忘れずに。
□その他…衣類、おむつなど各々に必要なもの。
※避難先で困らないように、自分に必要な物を用意
　しておくことが大切です。荷物は体力に合わせ
　て10～15kgほどに抑えましょう。

1
ポイント NTT災害用伝言ダイヤル

備えておきたい非常用持ち出し品

災害が起こる前に
災害用伝言
ダイヤルセンター
災害用伝言
ダイヤルセンター
171171被災地

避難所など
その他
の地域

　
　
年
、全
国
的
に
発
生
す
る
豪

　
　
雨
に
よ
る
災
害
。今
年
の
７
月

に
は
九
州
北
部
で
記
録
的
な
豪
雨
に

見
舞
わ
れ
、多
く
の
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

　
全
国
ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る
災

害
に
私
た
ち
は
備
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。普
段
の
心
掛
け
が
、自
分
自

身
や
大
切
な
家
族
を
守
り
ま
す
。

毎

昭和57年８月、大雨
をともなう台風の襲
来で桜橋付近の護
岸が損壊し、住宅が
倒壊する被害がでま
した。
（写真②）

旧双葉町地区でも、
過去に台風や豪雨
の影響で耕地が流
失し、応急措置などの
作業に追われました。
（写真③） 写真②写真③

写真①写真①

甲
斐
市
で
も
水
害
は
起
こ
る

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

備
え

命
を
守
る
た
め
の

命を守るための備え特 集

2広報 甲斐  ９月号3 広報 甲斐  ９月号



避難準備・
高齢者等
避難開始

避難準備・
高齢者等
避難開始

避難勧告避難勧告

避難指示
（緊急）
避難指示
（緊急）

警戒レベル種別 拘束力

高齢の人、障がいのある人、 
乳幼児とその支援者は避難を
開始しましょう。その他の人は
避難の準備をしましょう。

高齢の人、障がいのある人、 
乳幼児とその支援者は避難を
開始しましょう。その他の人は
避難の準備をしましょう。

速やかに 避 難 を 開 始しま
しょう。
速やかに 避 難 を 開 始しま
しょう。

まだ避 難していな い人は、
ただちに避難場所へ避難し
ましょう。

まだ避 難していな い人は、
ただちに避難場所へ避難し
ましょう。

参加者の声

　
市
内
で
初
と
な
る
、大
規
模
災
害
時
の
避

難
生
活
を
想
定
し
た
宿
泊
訓
練
が
敷
島
体

育
館
で
行
わ
れ
、約
１
３
０
人
が
体
育
館
で

一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
市
防
災
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
７

月
の
九
州
豪
雨
の
際
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
現
地
へ
駆
け
つ
け
た
山
下
博
史
さ
ん
の
指

導
の
も
と
、昨
年
度
行
わ
れ
た
防
災
リ
ー

ダ
ー
研
修
参
加
者
が「
情
報
班
」「
避
難
者
管

理
班
」「
物
資
生
活
班
」な
ど
の
リ
ー
ダ
ー
と

な
り
、避
難
所
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

　
避
難
所
で
は
夕
食
と
朝
食
に
非
常
食
が

配
ら
れ
た
ほ
か
、意
識
不
明
者
が
出
た
際
の

対
応
訓
練
や
、山
下
さ
ん
に
よ
る
防
災
講

習
、日
赤
山
梨
県
支
部
の
指
導
に
よ
る
応

急
手
当
訓
練
な
ど
も
行
わ
れ
、参
加
者
た
ち

は
い
ざ
と
い
う
時
の
備
え
の
大
切
さ
を
再

確
認
し
ま
し
た
。

　
山
下
さ
ん
は
被
災
地
で
の
経
験
を
踏
ま

え
た
講
習
の
中
で「
そ
の
時
に
な
れ
ば
な

ん
と
か
な
る
と
考
え
て
い
る
人
た
ち
が
い

る
か
も
し
れ
な
い
が
、そ
ん
な
こ
と
は
決
し

て
な
い
。普
段
か
ら
備
え
を
し
て
い
る
か

ら
い
ざ
と
い
う
時
に
行
動
で
き
る
ん
だ
」

と
話
し
、災
害
の
た
め
の
備
え
の
必
要
性

を
強
調
し
ま
し
た
。

普
段
や
っ
て
い
る
か
ら
で
き
る

●雨が降ったため、夏なのに夜は
　寒くてなかなか寝つけなかった。
● 想像以上に体育館は足音が響  
　き、ストレスを感じることがわ  
　かった。
●体育館の床の寝心地の悪さを
　実感した。
●非常食は意外とおいしかった
　が、量 が 少 なく満 足で きな   
　かった。

● 普段テレビなどで見る避難
　所の状況は画像なので精神
　的苦痛は伝わらなかったが
　宿泊体験をして、大変なスト
　レスがあることがわかった。
● 今回の訓練を自治会の活動
　に生かしたいと思う。
● 訓練ではあるが、意識不明者
　が出た際に駆けつける人が少
　なく、ほとんどの人が傍観して
　いた。

● 避難所の運営は自分たちで行
　うことを自覚できるようにした
　ほうがいい。
●避難所運営について、漠然と
　していたものが今回の訓練で
　具体的なイメージができた。
● 想像以上に大変なことだと実  
　感した。
●夕方だがとても暑く、実際には
　熱中症になる人も多くいるの
　ではないかと感じた。

　市では防災行政無線などを使い災害時に情報発信
を行っています。避難勧告や避難指示が出された場合
は、すみやかに避難を開始してください。
　なお、「避難準備情報」の名称については、高齢者

等が避難を開始する段階であるということを明確に
するために、平成28年12月に名称が「避難準備・高
齢者等避難開始」に変更されています。

災害情報の確認2
ポイント

避難時の注意3
ポイント

避難勧告や避難指示について

１．最新情報の確認
　雨や台風などの状況を、防災行政無線・テレビ・ラジ
オ・インターネットなどで確認し、最新の気象情報や
避難指示等に関する情報を入手しましょう。
 ●  川の防災情報 http://www.river.go.jp/
２．防災責任者の指示に従う
　避難のときは警察・消防・地元の防災責任者などの指示
に従って行動しましょう。独断での行動は大変危険です。
３．動きやすい服装、集団での避難
　避難するときは、動きやすい格好で、２人以上での行
動を心掛けましょう。
４．避難時の歩き方
　避難中はできるだけ浸水していない場所を歩きま
しょう。避難途中で危険を感じたら、自宅の２階以上や
近所の高い建物に避難しましょう。
　浸水している場合には下水道のマンホールや側溝等
への転落のおそれがあり危険ですので注意しましょう。

５．隣近所への呼びかけ
　お年寄りや子ども、病気の人は早めの避難が必要で
す。近所のお年寄りや子ども、病気の人などの避難に
協力しましょう。
６．車での避難は危険
　自動車が水に浸かると動かなくなったり、水圧で扉
が開かなくなったりして大変危険です。自動車での避
難は特別の場合を除きやめましょう。
７．橋や川の近くは危険
　川が増水している場合には、川の流れが速く、橋が
壊れたり流されたりして非常に危険ですので、近寄ら
ないようにしましょう。
８．川や用水路を見に行かない
　大雨の時に、川や用水路の様子を見に行ったことで
流されて被害に遭う場合があります。大雨時には絶対
に川や用水路を見に行くことはやめましょう。
※参考…国土交通省「避難時に注意すること」

防災行政無線
防災行政無線を電話やメールで…
防災行政無線で放送された内容は、テレ
ホンサービスまたはパソコン・携帯電話な
どのメールで確認できます。
電 話
防災行政無線テレホンサービスに電話を
掛けるだけ。
０８００（８００）６７５６　無料
０５５（２３０）６６５０　有料
メール
①「やまなしくらしねっと」にアクセスして
　登録。
②QRコードからアクセスし登録。
※詳細な登録方法などについ
　ては市ウェブサイトをご覧く
　ださい。

※「避難勧告」「避難指示（緊急）」が出ても、外出することでかえっ
　て命の危険が及ぶ場合は、無理して避難所に行かず、近くの安
　全な場所や、自宅内のより安全な場所に避難をしましょう。
※参考…内閣府ウェブサイト「防災情報のペ ージ」

強強

弱弱

体験してみたからこそわか
る、避難所で感じたことを
参加者に聞きました。

避
難
所
宿
泊
訓
練

〜
避
難
所
に
泊
ま
ろ
う
〜

命を守るための備え特 集
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来
年
４
月
か
ら
保
育
園
・

認
定
こ
ど
も
園
等
に
入
園
を

希
望
す
る
お
子
さ
ん
の
申
込

受
付
を
行
い
ま
す
。（
５
月
以

降
の
希
望
は
対
象
外
）

　
園
に
よ
っ
て
は
、
新
規
募
集

し
な
い
ク
ラ
ス（
年
齢
）が
あ

り
ま
す
の
で
、
募
集
人
数
等

は
、
各
園
へ
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
ま
た
、４
月
か
ら
の
転
園

お
よ
び
認
定
変
更（
１
号
↓
２

号
）を
希
望
さ
れ
る
人
も
今
回

の
受
付
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園（
１
号
認
定
）

①
希
望
施
設
に
直
接
申
し
込
む

②
施
設
か
ら
入
園
の
内
定
を
受
け
る

③
施
設
を
経
由
し
て
市
へ
認
定
申
請
書
を
提
出

④
市
か
ら
認
定
証
を
交
付

　
申
込
書
類
・
受
付
日
程
は
、希
望
す
る
各
幼
稚
園
・
認
定

こ
ど
も
園
へ
直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

幼
稚
園
に
よ
っ
て
は
、新
制
度
に
移
行
し
て
い
な
い
施
設
も

　
あ
り
、そ
の
場
合
は
今
ま
で
ど
お
り
直
接
幼
稚
園
で
手
続

　
き
し
ま
す
。

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
等（
２
・
３
号
認
定
）

①
申
込
書
類
を
配
布
期
間
中
に
入
手

②
市
へ
申
込
書
類
を
提
出

③
市
が
保
育
の
必
要
性
を
認
定

④
希
望
す
る
園
の
利
用
調
整

⑤
市
か
ら
認
定
証
と
入
園
の
決
定
通
知
を
交
付

● 

申
込
書
類
配
布

　
各
施
設
の
利
用
申
込
に
は
、
申
込
書
類
が
必
要
で
す
。
　

　
申
込
書
類
の
配
布
期
間
中
に
、お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

● 

配
布
期
間

　
９
月
12
日（
火
）〜
10
月
６
日（
金
）（
平
日
の
み
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

● 

配
布
場
所

　
子
育
て
支
援
課
、各
支
所
市
民
地
域
課

● 

申
込
受
付

　
申
込
書
類
を
用
意
し
、
第
１
希
望
の
施
設
の
受
付
日
に

　
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。
各
施
設
の
受
付
日
は
、
広
報
10
月

　
号
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 

申
込
受
付
日
程
・
場
所

　
11
月
８
日（
水
）〜
22
日（
水
）

　
消
防
防
災
対
策
室（
新
館
２
階
）

　
年
度
途
中
で
の
入
園
申
請
は
、
入
園
月
の
３
か
月
前
の
初

日
か
ら
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
他
市
町
村
の
園
に
入
園
さ
れ
る
場
合
も
申
請
は
本

市
に
行
い
ま
す
。
市
町
村
に
よ
り
提
出
期
日
が
異
な
り
ま
す

の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は…

子
育
て
支
援
課（
新
館
１
階
）

　
☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
９
２
　

　
地
方
自
治
法
お
よ
び
公
営
企
業
法
に
基
づ
き
、
市

監
査
委
員
に
よ
る
平
成

28
年
度
決
算
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
審
査
に
付

さ
れ
た
決
算
書
や
関
係

諸
表
等
は
、
適
法
か
つ

正
確
に
作
成
さ
れ
て
お

り
、そ
の
収
支
は
効
率

的
か
つ
適
正
に
処
理
さ

れ
て
い
る
も
の
と
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

入
園
手
続
き
の
流
れ

入
園
手
続
き
の
流
れ

途
中
入
園
の
申
請
等
に
つ
い
て

途
中
入
園
の
申
請
等
に
つ
い
て

１
．
入
園
希
望
先
施
設
を
確
認

１
．
入
園
希
望
先
施
設
を
確
認

２
．
希
望
利
用
先
施
設
に
応
じ
た
手
続
き

２
．
希
望
利
用
先
施
設
に
応
じ
た
手
続
き

平
成
30
年
度
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
等
入
園
申
込

平
成
30
年
度
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
等
入
園
申
込

平
成
28
年
度
決
算
審
査

認定区分 対 象 施 設

１号認定

子どもが
満３歳以上で
教育を希望
する場合

子どもが
満３歳以上で
保育を必要
とする場合

子どもが
満３歳未満で
保育を必要
とする場合

保育園、
認定こども園
等

幼稚園、
認定こども園

保育園、
認定こども園２号認定

３号認定

■問い合わせは…わくわくフェスタ実行委員会事務局（商工観光課　本館２階）　☎０５５（２７８）１７０８

みんなでわくわく！ ドキドキいっぱい！みんなでわくわく！ ドキドキいっぱい！
～ 家族の笑顔があふれる郷育の日 ～～ 家族の笑顔があふれる郷育の日 ～

　「やはたいぬ」の登場や、家族・金婚写真撮影ブース、充実した縁日遊びや
体験コーナーなど、親子・家族が一緒に楽しめるイベントを展開します。
※写真はイメージです。イベント内容等の詳細については広報誌10月号と一緒にお配りするパンフレットでお知ら
　せします。

やはたいぬ衣装デザインコンテストやはたいぬ衣装デザインコンテスト
あなたのデザインでやはたいぬをコーディネート
　やはたいぬの着用する、新衣装のデザインを募集します。入賞作品はわくわくフェスタで表彰し、賞品を
贈呈。さらに、優勝作品を参考に衣装を制作し、以後のイベントでお披露目します。

応募受付　市ウェブサイトまたは商工観光課窓口にて配布する専用用紙に記入の上、郵送または
 　 窓口にて受付
郵 送 先   〒４００-０１９２　甲斐市篠原２６１０　商工観光課
応募期限　9月19日（火）（必着）

応募方法　市ウェブサイトまたは商工観光課窓口で配布する専用用紙に記入し、郵送または
 　 窓口へ持参してください。
郵 送 先   〒４００-０１９２　篠原２６１０　わくわくフェスタ実行委員会
応募期限　9月19日（火）（必着）

午前10時～午後４時
会場 日本航空学園
午前10時～午後４時
会場 日本航空学園

10月22日10月22日日
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●
甲
斐
市
へ

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
ブ
リ
ア
ー（
身

延
町
）か
ら
、イ
ベ
ン
ト
活
用
の
た

め
、長
傘
４
０
０
本
・
折
り
た
た
み
傘

１
０
０
本

（
６
０
３
、９
０
０
円
相
当
）

●
竜
王
図
書
館
へ

　
山
梨
県
人
会
連
合
会
第
６８
回
総
会
・

大
会（
東
京
都
）か
ら
、教
育
資
料
充
実

の
た
め
、よ
い
子
と
マ
マ
の
ア
ニ
メ
絵

本
全
８０
巻

（
３
６
、０
０
０
円
相
当
）

●
教
育
委
員
会
へ

　
佐
野
東
彦
さ
ん（
西
八
幡
）か
ら
、

歴
史
講
座
等
活
用
の
た
め
、「
古
文
書

時
代
鑑
」覆
刻
新
装
版
上
下
巻

（
２
０
、０
０
０
円
相
当
）

●
甲
斐
市
へ

　
鈴
木
紀
子
さ
ん（
大
下
条
）か
ら
、

高
齢
者
福
祉
事
業
活
用
の
た
め
現
金

５
０
０
、０
０
０
円

ご
寄
附

ご
寄
附

　
市
民
と
市
長
が
直
接
対
話
を
す
る
機

会
を
通
じ
て
、対
話
に
よ
る
相
互
の
理

解
と
信
頼
を
深
め
、「
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
」を
基
に
市
民
参
画
に
よ
る
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
、市

民
対
話
集
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
１０
日
に
は
、「
自
主
防
災
組
織
の

立
ち
上
げ
と
消
防
団
各
地
区
の
連
携
に

つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
本
竜
王
地
区
自
治

会
合
同
会
議（
竜
王
１
区
、竜
王
２
区
、

竜
王
３
区
、竜
王
４
区
）と
対
話
し
、資
料

を
用
い
て
災
害
時
の
避
難
場
所
の
確
認

や
自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
方
法
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
、開
催
を
希
望
す
る
団
体
は
、問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
は…

　
秘
書
政
策
課（
本
館
３
階
）

　
☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
７
８

開
催
し
ま
し
た

市
民
対
話
集
会
を

指標名 指標の説明 計画策定時現況値 Ｈ28実績値 Ｈ32目標値

指標名 指標の説明 計画策定時現況値 Ｈ28実績値 Ｈ32目標値

指標名 指標の説明 計画策定時現況値 Ｈ28実績値 Ｈ32目標値

指標名 指標の説明 計画策定時現況値 Ｈ28実績値 Ｈ32目標値

公民館等が主催する親子、
子ども向け生涯学習講座へ
の参加者数

生涯学習機会の利用状況を
示す指標 1,205人 1,567人 2,000人

図書館資料の全貸出点数 図書館の利用状況を示す
指標 684,256点 693,860点 800,000点

市スポーツ少年団に登録し
た団員の人数

子どものスポーツ事業への
参加状況を示す指数 676人 699人 750人

福祉教育に関する講座等の
参加者数

福祉に関する市民の関心度
合いを示す指標 2,226人 2,303人 2,650人

放課後児童クラブ数（教室数） 子どもを育成するための地域
環境の整備状況を示す指標 16か所 18か所 33か所

健康診断の受診率（年間） 健康に対する市民の関心度
合いを示す指標 42.2% 43.5% 45%

公共下水道の整備率 下水道整備の状況を示す
指標 67% 67.4% 70%

一人あたりの都市公園面積 公園整備の状況を示す指標 7.1㎡/人 7.1㎡/人 7.5㎡/人

道路幅員が４ｍ未満の市道
の割合 道路整備の状況を示す指標 20.9% 20.2% 20%

防災訓練参加者 防災に対する市民の関心度
合いを示す指標 14,288人 13,906人 16,000人

環境学習イベント
延べ参加人数

環境に対する市民の関心度
合いを示す指標 216人 188人 250人

生活排水クリーン処理率 生活排水処理の状況を示す
指標 91.1% 87.3% 93%

家庭系ごみのリサイクル率 ごみの再資源化の状況を示
す指標 15.2% 14.8% 17%

観光客数（年間） 観光振興の状況を示す指標 1,105,000人 1,189,000人 1,245,000人

市内の国際交流団体の
会員数

国際交流事業への市民の
参加状況を示す指標 232人 225人 240人

指標名 指標の説明 計画策定時現況値 Ｈ28実績値 Ｈ32目標値

■問い合わせは…秘書政策課（本館３階）　☎０５５（２７８）１６７８

　市では、平成２８年度から平成３７年度までの１０年間を計画期間とする「第２次甲斐市総合計画」を策定し、前計
画である「第１次甲斐市総合計画」の各施策の達成状況や、今後の社会情勢を踏まえた新たな「成果指標（目標
設定値）」を設定しました。この成果指標とは、各基本目標の実現に向けたさまざまな事業の取り組みを、数値で
分かりやすく示したものです。
　第２次甲斐市総合計画期間を前期と後期に分けて、前期は、計画の中間点である平成３２年度を目標年次としています。
　今後も、市の将来像『緑と活力あふれる生活快適都市』の実現に向け、市民のみなさんと計画の進捗状況を共
有しながら、まちづくりを進めていきます。

平成２９年度   主な成果指標
基本目標 まちづくりは人づくり生涯にわたる学びのまち

第２次甲斐市総合計画（前期基本計画）第２次甲斐市総合計画（前期基本計画）
成果指標の取組状況をお知らせします成果指標の取組状況をお知らせします

1

基本目標 健やかで心ふれあう安心に暮らせるまち2

基本目標 美しい景観と快適で安全な都市機能を築くまち3

基本目標 自然と生活が調和した環境を築くまち4

基本目標 交流と協働による未来を拓く活力のあふれるまち5
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甲
斐
市
に
も
ま
も
な
く
訪
れ
る
、団
塊
の
世
代
が
75
歳
を

迎
え
る
２
０
２
５
年
問
題
。

　
介
護
が
必
要
な
人
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
増
加
が

想
定
さ
れ
る
な
か
、市
民
の
み
な
さ
ん
が
、住
み
慣
れ
た
地

域
で
い
つ
ま
で
も
笑
顔
で
元
気
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た

め
に
、今
後
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
か

を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　
高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
や
す
い
地
域
と
は
ど
ん
な
地
域

な
の
か
、み
な
さ
ん
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　

日
時
　
９
月
26
日（
火
）午
後
７
時
〜
９
時
　
　
　
　

会
場
　
双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
ホ
ー
ル

対
象
　一
般
市
民
、関
係
機
関
　
等

内
容
　
甲
斐
市
の
現
状
や
課
題
等
を
ふ
ま
え
た
講
演

　
　
　
先
進
事
例
発
表
　
等

講
師
　
さ
わ
や
か
福
祉
財
団
　
土
屋
幸
己
先
生

主
催
　
甲
斐
市

共
催
　
甲
斐
市
社
会
福
祉
協
議
会・さ
わ
や
か
福
祉
財
団

※

事
前
申
込
不
要

■
問
い
合
わ
せ
は…

長
寿
推
進
課（
新
館
１
階
）

　
☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
９
３

　「
竜
王
駅
で
鈴
虫
の
声
を
聴
く
甲
斐
」に
合
わ
せ
て「
鈴
虫
」

「
夏
」「
甲
斐
市（
ふ
る
さ
と
）」を
テ
ー
マ
に
川
柳・俳
句
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、18
作
品
の
応
募
が
あ
り
、投
票
の
結
果
次
の
３

作
品
が
優
秀
作
品
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、選
ば
れ
た
３
作
品
に
つ
い
て
は
、今
後
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
掲
載
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
問
い
合
わ
せ
は…

商
工
観
光
課（
本
館
２
階
）

　
☎
０
５
５（
２
７
８
）１
７
０
８

この夏この夏この夏 各種大会で大活躍各種大会で大活躍 ～市立小中学校～（８月10日現在）

 全国大会出場
竜王中　柔道（男子個人・団体 ／女子個人）
玉幡中　なぎなた（男子個人／女子個人・団体）、空手 
 （女子個人）、硬式テニス（女子個人）
敷島中　柔道（女子個人）、水泳（男子個人）、アーチェ 
　　　　リー（男子個人／女子個人）、ソフトテニス 
　　　　（男子個人・団体 ）
　
 関東大会出場
竜王中　柔道（男子個人・団体 ／女子個人・団体 ）、 
 水泳（男子個人／女子個人）、剣道（男子団 
 体）、ソフトテニス（女子個人・団体 ）

玉幡中　水泳（女子個人）、陸上（男子個人 ／女子 
 個人）、硬式テニス（女子個人・団体）、体操 
　　　　（男子個人）、バスケットボール（男子）
竜北中　水泳（男子個人／女子個人）　　　　　　
敷島中　柔道（女子個人）、ソフトテニス（男子個人）、 
 硬式テニス（男子個人）　　
双葉中　水泳（男子個人）、陸上（男子個人／女子個 
 人）、ソフトテニス（男子個人）、新体操（女 
　　　　子個人）

 西関東大会出場（吹奏楽）
竜北小　第23回西関東吹奏楽コンクール

夏
休
み 

ま
ご
と
聞
き
た
い 

鈴
虫
の
声

　竜
王
　
相
川
　三
恵
子
さ
ん

あ
い
か
わ

み

え
こ

　山
梨
市
　
深
沢

　克
朗
さ
ん

ふ
か
さ
わ

か
つ
ろ
う

　敷
島
小
学
校
６
年
　
望
月
　遥
哉
さ
ん

も
ち
づ
き

は
る
や

マ
ナ
ー
モ
ー
ド 

竜
王
駅
で
は 

リ
ン
リ
ン
と

鈴
虫
や 

夏
の
す
ず
し
さ 

ぼ
く
に
く
れ

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
I
N
甲
斐
市

竜
王
駅
で
鈴
虫
の
声
を

　
　
　
　
　
　
聴
く
甲
斐

竜
王
駅
で
鈴
虫
の
声
を

　
　
　
　
　
　
聴
く
甲
斐

川
柳
・
俳
句
の
優
秀
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た

甲
斐
市
に
も
訪
れ
る
２
０
２
５
年
問
題

〜
わ
が
ま
ち
の
未
来
を
考
え
る
夜
〜

甲
斐
市
に
も
訪
れ
る
２
０
２
５
年
問
題

〜
わ
が
ま
ち
の
未
来
を
考
え
る
夜
〜

　
こ
の
運
動
は
、
広
く
市
民
に
交
通
安
全

思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践

を
習
慣
付
け
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
市

民
自
身
に
よ
る
道
路
交
通
環
境
の
改
善
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

期
間
　
９
月
21
日（
木
）〜
30
日（
土
）の

　
　
　
10
日
間

運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン　

　
乗
せ
る
の
は　
き
み
の
宝（
か
ぞ
く
）と

　
そ
の
未
来（
あ
し
た
）

運
動
の
重
点　

①
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

②
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

　
徹
底

③
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
・
上
向
き
ラ
イ
ト
活

　
用
の
徹
底
と
反
射
材
使
用
の
推
進

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

⑤
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

⑥
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
推
進

　

な
お
、
９
月
30
日（
土
）は「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」も
併
せ
て
実
施
さ
れ
ま

す
。
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　
防
災
危
機
管
理
課（
本
館
３
階
）

　
☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
７
６

　

市
で
は
高
校
生
等
の
保
護
者
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
や
、高
校
生
等
の
健
全
な

育
成
に
寄
与
す
る
た
め
、
平
成
29
年
９
月

診
療
分
か
ら
次
の
と
お
り
医
療
費
の
助

成
対
象
年
齢
を
拡
大
し
ま
す
。

対
象

　

高
校
生
等（
満
18
歳
に
達
す
る
日
以
後

　

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）の
保
護
者

　
で
甲
斐
市
に
住
所
を
有
す
る
人

※
た
だ
し
、
高
校
生
等
が
次
の
い
ず
れ
か

　
に
該
当
す
る
場
合
は
、助
成
が
受
け
ら

　
れ
ま
せ
ん
。

①
生
活
保
護
受
給
者

②
児
童
養
護
施
設
等
入
所
者

③
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成
金
受

　

給
資
格
者
証
を
持
っ
て
い
る
人

④
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
金
受
給
資

　

格
者
証
を
持
っ
て
い
る
人

⑤
就
職
し
、
保
護
者
の
扶
養
か
ら
外
れ

　
た
人

⑥
婚
姻
し
て
い
る
人

※
①
〜
④
の
人
は
、
他
の
制
度
で
助
成
が

　
受
け
ら
れ
ま
す
。

助
成
内
容

　
平
成
29
年
９
月
診
療
分
か
ら
、
保
険
適

　
用
内
の
入
院
費
・
入
院
時
食
事
療
養
費

　
の
自
己
負
担
分
を
助
成

申
請
方
法

　
医
療
機
関
で
自
己
負
担
分
を
支
払
っ
た

　
後
、
市
に
償
還
払
い
の
申
請
を
し
て
く

　
だ
さ
い
。

持
ち
物

　
領
収
書
、
高
校
生
等
の
健
康
保
険
証
の

　
写
し
、
振
込
先
の
保
護
者
名
義
の
通
帳

※
自
己
負
担
額
が
月
額
2
1
、
0
0
0
円

　

を
超
え
る
場
合
は
、
ご
加
入
の
健
康

　

保
険
へ
高
額
療
養
費
等
の
照
会
を
行

　

い
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ

　
さ
い
。

申
請
期
間

　
診
療
月
の
翌
月
の
10
日
か
ら
起
算
し

　
て
２
年
間

申
請
場
所

　
子
育
て
支
援
課
、
各
支
所
市
民
地
域
課

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　
子
育
て
支
援
課（
新
館
１
階
）

　
☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
９
２

　
平
成
29
年
９
月
診
療
分
か
ら
高
校
生
等

の
入
院
費
お
よ
び
入
院
時
食
事
療
養
費
の

自
己
負
担
分
が
医
療
費
助
成
対
象
と
な
る

こ
と
に
伴
い
、
障
が
い
者
と
健
常
者
の
助

成
対
象
年
齢
の
公
平
性
を
図
る
た
め
、
重

度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成
対
象
の
満

18
歳
ま
で
の
入
院
時
食
事
療
養
費
自
己
負

担
分
を
拡
大
し
ま
す
。

対
象

　
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成
対
象

　
者
で
、
満
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最

　
初
の
3
月
31
日
ま
で
に
あ
る
人

助
成
内
容

　
平
成
29
年
9
月
診
療
分
か
ら
、
保
険
適

　
用
内
の
入
院
時
食
事
療
養
費
の
自
己
負

　
担
分
を
助
成

申
請
方
法

　
医
療
機
関
の
窓
口
で
、
保
険
適
用
内
の

　
入
院
時
食
事
療
養
費
の
自
己
負
担
分
を

　

支
払
っ
た
後
、
領
収
書
等
を
持
参
し
、

　
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物

　
領
収
書
、
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費

　
助
成
金
受
給
資
格
者
証

申
請
期
間

　
診
療
月
の
翌
月
10
日
か
ら
2
年
間

申
請
場
所

　
福
祉
課
、
各
支
所
市
民
地
域
課

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　
福
祉
課（
新
館
１
階
）

　
☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
９
１

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

高
校
生
等
の
医
療
費
の
一
部
助
成
を
開
始
し
ま
す

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成
内
容
を
一
部
拡
大
し
ま
す
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就学時健康診断日程表

竜王小

玉幡小

竜南小

竜北小

竜西小

竜東小

敷島小

敷北小

敷南小

双東小

双西小

10月  6日（金）

10月13日（金）

11月10日（金）

11月  6日（月）

10月23日（月）

11月  2日（木）

10月11日（水）

10月25日（水）

11月15日（水）

10月20日（金）

10月16日（月）

学校名 日程 開始時間

午後１時30分～
※受付時間は、
　各学校によっ
　て異なります。

　

郷
土
が
生
ん
だ
江
戸
時
代
の
学
者「
山

県
大
弐
」の
遺
徳
を
し
の
ぶ「
大
弐
学
問

祭
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
山
縣
神
社
周
辺
を
会
場
に
、
学
問
成
就

祈
願
や
仮
装
行
列
、
神
輿
の
渡
御
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
飲
食
、
お
も
ち
ゃ
の
出
店
が
行
わ
れ
る

な
ど
、
に
ぎ
や
か
な
お
祭
り
を
お
楽
し
み

い
た
だ
け
ま
す
。

日
時
　
９
月
23
日（
土
・
祝
日
）

　
　
　
午
後
０
時
40
分
〜（
雨
天
決
行
）

場
所　
山
縣
神
社
と
そ
の
周
辺

※
当
日
、
会
場
周
辺
は
交
通
規
制
を
行
い

　
ま
す
。

　

会
場
周
辺
に
お
住
ま
い
の
人
、
道
路
利

　
用
者
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が

　
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

内
容

　
大
弐
仮
装
行
列
、
学
問
成
就
祈
願
、
神

　
輿
の
渡
御
、
信
玄
太
鼓
演
舞
、
み
ゆ
き

　
ソ
コ
ダ
イ
踊
り
な
ど

駐
車
場

　
ラ
ド
ン
温
泉
ホ
テ
ル「
湯
〜
と
ぴ
あ
」北

　
側
駐
車
場

・
国
道
20
号
下
り
線
を
甲
府
市
方
面
か
ら

　
韮
崎
市
方
面
へ
直
進
し
、
ラ
ド
ン
温
泉

　
「
湯
〜
と
ぴ
あ
」の
先
を
左
折
。

・
カ
ー
ナ
ビ
を
ご
利
用
の
人
は
施
設
名

　

も
し
く
は
施
設
住
所（
甲
斐
市
富
竹
新

　
田
1
3
0
0‒

１
）を
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

※
左
折
箇
所（
国
道
20
号
沿
い
）に
駐
車
場

　
看
板
を
設
置
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　
大
弐
学
問
祭
実
行
委
員
会
事
務
局　
　

　
（
商
工
観
光
課　
本
館
２
階
）

　
☎
０
５
５（
２
７
８
）１
７
０
８

　

特
産
品
の
販
売
・
P
R
を
す
る
朝
市
、

「
竜
王
駅
前
甲
斐
て
き
朝
市
」を
開
催
し

ま
す
。

　
お
い
し
い
味
覚
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

日
時　
９
月
10
日（
日
）午
前
８
時
〜

　
　
　
※
売
り
切
れ
次
第
終
了

場
所

　
竜
王
駅
南
口
駅
前
広
場

内
容

　
野
菜
・
パ
ン・惣
菜
・桑
製
品
ほ
か
の
販
売

● 

販
売
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

● 

悪
天
候
の
場
合
は
、
予
告
な
く
中
止
と

　
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

竜
王
駅
魅
力
発
信
協
議
会
事
務
局

　
（
商
工
観
光
課
内
）

　
☎
０
５
５（
２
７
８
）１
７
０
８

　
平
成
30
年
４
月
に
、
小
学
校
に
入
学
す

る
幼
児
を
対
象
に
、
学
校
保
健
安
全
法
に

よ
る
就
学
時
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
日
の
約
１
か
月
前
に
、
各
家
庭
に
案

内
の
通
知
を
送
付
し
ま
す
。
当
日
は
、
保

護
者
ま
た
は
代
理
の
人
が
付
き
添
っ
て
健

診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
対
象

　
平
成
23
年
４
月
２
日
〜
平
成
24
年
４
月

　

１
日
生
ま
れ
で
、
市
内
に
住
所
を
有
す

　
る
日
本
国
籍
の
人
お
よ
び
市
内
小
学
校

　
に
就
学
を
希
望
す
る
外
国
籍
の
人

○
健
診
内
容

　
内
科
、耳
鼻
科
、歯
科
、眼
科
、視
力
、聴

　
力
、発
達
検
査

※
就
学
に
つ
い
て
の
心
配
、
相
談
し
た
い

　
こ
と
が
あ
る
人
は
、
事
前
に
教
育
委
員

　
会
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。（
当
日
も
、

　
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　
学
校
教
育
課（
新
館
２
階
）

　
☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
９
６

平
成
30
年
度
小
学
校
就
学
予
定
者
の
健
康
診
断

大
弐
学
問
祭

「
竜
王
駅
前
甲
斐
て
き
朝
市
」開
催

ニ
ュ
ー
ス

警
察

　

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
で
、
台
風
や
局

地
的
大
雨
（
ゲ
リ
ラ
豪
雨
）
な
ど
の
風
水

害
、
30
年
以
内
に
発
生
す
る
確
率
が
高
い

と
さ
れ
る
大
規
模
地
震
は
、
身
近
に
存
在

す
る
災
害
の
脅
威
と
い
え
ま
す
。

　

そ
の
脅
威
か
ら
少
し
で
も
被
害
を
軽

減
さ
せ
る
た
め
、
日
頃
か
ら
の
「
減
災

対
策
」
に
心
掛
け
、
防
災
訓
練
に
も
積

極
的
に
参
加
し
、
予
測
困
難
な
大
規
模

災
害
へ
、
備
え
て
く
だ
さ
い
。

○
次
の
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

①
避
難
経
路
や
避
難
場
所
、
家
族
や
知

　

人
と
の
連
絡
方
法
や
集
合
場
所
は
決

　
め
て
あ
り
ま
す
か
。

②
自
宅
の
周
り
に
危
険
な
場
所
は
あ
り

　
ま
せ
ん
か
。

③
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
と
誰
が
何

　
を
持
ち
出
す
か
決
め
て
あ
り
ま
す
か
。

・
現
金
、
預
金
通
帳
等
の
貴
重
品

・
懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
、
携
帯
電
話
、
非

　
常
食
、
水
筒
、
医
薬
品
、
タ
オ
ル
、
下

　
着
等

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　
韮
崎
警
察
署

　
☎
０
５
５
１
（
２
２
）
０
１
１
０

　
竜
王
交
番

　
☎
０
５
５
（
２
７
６
）
２
０
０
２

古
村
区
の
山
縣
神
社
周
辺
で
、

毎
年
９
月
に
行
わ
れ
る
市
の

イ
ベ
ン
ト
「
大
弐
学
問
祭
」。
同
じ

時
に
同
じ
場
所
で
、
他
に
も
二
つ
の

祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
の
を
ご
存

知
で
す
か
。
一
つ
は
山
縣
神
社
で
行

わ
れ
る
祭
り
で
、
神
楽
や
祝
詞
奉
納

な
ど
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て

も
う
一
つ
が
、
古
村
区
民
を
中
心
に

行
わ
れ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
祭
り
」

で
す
。

　
祭
り
は
毎
年
９
月
22
日
・
23
日
に

行
わ
れ
、
２
週
間
程
前
に
は
神
社
の

参
道
を
中
心
に
区
内
に
提
灯
が
飾

り
付
け
ら
れ
、
地
域
の
人
た
ち
に
祭

り
が
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
知
ら

せ
ま
す
。
22
日
は
宵
祭
り
。
神
輿
が

区
内
を
練
り
歩
き
、
神
社
前
の
舞
台

で
は
カ
ラ
オ
ケ
や
音
楽
演
奏
な
ど

が
行
わ
れ
、
屋
台
が
立
ち
並
び
ま

す
。
23
日
に
は
子
ど
も
神
輿
も
行
わ

れ
、
大
弐
学
問
祭
が
始
ま
る
と
、
大

弐
学
問
祭
の
神
輿
と
一
緒
に
古
村

区
の
神
輿
も
渡
御
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
祭
り
は
昭
和
63
年
に
、

「
区
民
全
員
が
参
加
し
て
楽
し
め
る

お
祭
り
」
を
目
指
し
て
始
ま
り
ま
し

た
。
寄
付
を
集
め
、
平
成
元
年
に
は

神
輿
も
購
入
。
若
手
か
ら
中
堅
ま

で
、
１
０
０
人
近
く
の
担
ぎ
手
が
集

ま
り
、
担
ぎ
方
を
学
ん
だ
そ
う
で

す
。
祭
り
は
実
行
委
員
約
60
人
が
中

心
と
な
り
、
長
寿
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
組
織
が
協
力
し
て
運

営
し
て
い
ま
す
。

　

祭
り
の
実
行
委
員
長
の
相
川
市

郎
さ
ん
は
「
毎
年
若
い
人
た
ち
が
、

自
分
か
ら
協
力
し
た
い
と
来
て
く

れ
る
」「
こ
れ
か
ら
も
若
い
人
に
祭

り
を
継
続
し
て
も
ら
い
、
古
村
区
民

全
員
で
楽
し
い
祭
り
を
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す

る
気
持
ち
を
育
む
た
め
の
祭
り
の

大
切
さ
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

第
５
回　

ふ
る
さ
と
祭
り

防
災
意
識
の

　
　
高
揚
に
つ
い
て
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７・８
月　
市
内
各
地
で
夏
祭
り

⑤
八
幡
神
社
祭
典

　
県
内
で
も
古
い
神
社
の
一
つ
で
あ
る

島
上
条
の
八
幡
神
社
で「
八
幡
神
社
祭

典
」が
２
日
間
に
渡
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

⑥
双
葉
東
小
ふ
る
さ
と
の
一
夜

　
演
奏
会
や
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
披
露
の
他
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
の

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

⑦
吉
沢
地
域
ふ
れ
あ
い
館
ま
つ
り

　
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
り
ま
し

た
が
、プ
ー
ル
に
浮
か
べ
た
ヨ
ー
ヨ
ー

釣
り
や
流
し
そ
う
め
ん
な
ど
を
行
い
、

地
域
住
民
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

⑧
第
１
回
ふ
れ
あ
い
祭
り

　
竜
王
東
小
学
校
の
校
庭
で
、
富
竹

新
田
２
区
・
３
区
・
４
区
自
治
会
合

同
の
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

⑨
竜
王
西
保
育
園
夏
祭
り

　
園
児
手
作
り
の
お
神
輿
を
担
ぎ「
ソ

コ
ダ
イ
、
ソ
コ
ダ
イ
」の
元
気
な
掛
け
声

と
と
も
に
園
庭
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

⑩
た
ま
は
た
夏
祭
り

　
玉
幡
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
、
消
防
車
の
試
乗
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

⑪
睦
沢
地
区
納
涼
盆
踊
り
大
会

　
子
ど
も
達
に
よ
る
花
笠
音
頭
や
盆

踊
り
、
花
火
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

⑫
清
川
ふ
る
さ
と
夏
祭
り　
　
　
　

　
会
場
に
は
屋
台
が
立
ち
並
び
、
盆

踊
り
で
盛
り
上
が
っ
た
後
、
た
く
さ

ん
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

⑦ ⑥

⑧

⑨⑫

⑪

⑤

⑩

次のロゴがある記事は、
各サイトでもご覧いただ
けます。

Facebook（@kaicitykoho）
市ウェブサイト（http://www.city.kai.yamanashi.jp/）
YouTube（kaicityoffice）

①
明
る
い
選
挙
出
前
授
業

７
月
19
日　
竜
王
西
小
学
校
６
年
生

を
対
象
に
明
る
い
選
挙
出
前
授
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
選
挙
の
意
味
な
ど

に
つ
い
て
学
ん
だ
あ
と
、
先
生
が
立

候
補
者
に
扮
し
て
演
説
会
を
行
い
、

最
後
に
模
擬
投
票
を
行
い
ま
し
た
。

②
鈴
虫
の
声
を
聴
く
甲
斐

７
・
８
月　
竜
王
駅
南
北
自
由
通
路

で
行
わ
れ
、
鈴
虫
の
爽
や
か
な
鳴
声

が
駅
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
後
の
鈴
虫
配
布
時
に
は
、
自
宅
で

も
鈴
虫
の
声
を
楽
し
み
た
い
と
、
大

勢
の
人
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。

③
カ
ヌ
ー
体
験
教
室

８
月
１
日　
双
葉
Ｂ
＆
Ｇ
で
、カ
ヌ
ー

体
験
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加

者
た
ち
は
、
な
か
な
か
う
ま
く
操
縦

で
き
な
い
カ
ヌ
ー
に
乗
っ
て
右
往
左

往
し
な
が
ら
も
、
笑
顔
で
カ
ヌ
ー
を

漕
い
で
い
ま
し
た
。

④
非
核
平
和
推
進
事
業

８
月
９
日　
双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館

で
非
核
平
和
推
進
事
業
の
朗
読
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
玉
幡
中
学
校
の

３
年
生
４
人
が
、
修
学
旅
行
で
被
爆

地
広
島
へ
行
っ
た
体
験
を
踏
ま
え
て

平
和
の
た
め
の
朗
読
を
行
い
ま
し
た
。

③④

①②
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●健康増進課（本館１階） ☎055（278）1694
●敷島支所市民地域課（敷島庁舎） ☎055（277）3112
●双葉支所市民地域課（双葉庁舎） ☎0551（20）3650
●長寿推進課（新館１階） ☎055（278）1693
●敷島保健福祉センター（月曜休館） ☎055（277）7311
●市社会福祉協議会敷島本所 ☎055（277）1122

●平成 29年度　総合健診および人間ドック
　（特定健診含む）について 
　詳細は、各世帯に発送された「健診受診調査及び総
合健診申込書」の案内をご覧ください。

申込対象者 地区
「健診受診調査及び
総合健診申込書」
送付時期

総合健診
受診期間 人間ドック

前
期

○国民健康
　保険の人
○社会保険扶
　養家族で
　20歳～39
　歳の人
○後期高齢者
　保険の人

竜王地区

送付済み

終了 【受診期間】
人間ドック
受診券の発
行を受けて
から、平成
30 年 １ 月
31日まで

【申請期間】
10月 31
日まで

双葉地区 終了

敷島地区 ９月１日
で終了

後
期

 ○社会保険扶
　養家族で
　40歳～74
　歳の人

前期と同時期に送付
（地区ごと）

10月　　
　～11月

※人間ドックは40歳以上が対象です。
○社会保険加入者（本人）は市の健診・人間ドックは
　対象外となります。
○年齢（加入医療保険の種類）に応じて「健診受診調査
　及び総合健診申込書」が異なります。世帯によって
　は２部送付される場合があります。
○総合健診と人間ドックの併用はできません。
○本年度の前期総合健診は終了しました。
■問い合わせは…健康増進課

●生活ＫＡＩ善教室
　食生活や運動不足などを改善したい人の教室です。
生活習慣改善方法の「コツ」を一緒に学びましょう。
「血管いきいき度検査」も実施します。
日　　程　10月31日（火）午後、11月９日（木）午前・
　　　　　13日（月）午後・22日（水）午前・30日（木）
　　　　　午後、２月 15日（木）午前、３月９日（金）
　　　　　午前【全７回】
場　　所　敷島保健福祉センター
内　　容　糖尿病、高血圧、脂質異常症、腎疾患につい
　　　　　て、食事の改善方法について、運動につい
　　　　　て等（血液検査、血管いきいき度検査 )
対　　象　血糖値、ヘモグロビンＡ１ｃ、ＬＤＬ‐コ
　　　　　レステロール、中性脂肪、血圧、ｅＧＦＲ、
　　　　　体重、ＢＭＩなどが基準より高い人、生活
　　　　　習慣の改善が必要な人、興味がある人。
定　　員　35 人
料　　金　無料
申込受付　10 月 13日（金）までに電話にて受付
※希望者多数の場合は抽選になります。参加決定通
　知を郵送します。
■申し込み・問い合わせは…健康増進課

●人間ドック受診申し込み
申請期間　10 月 31日（火）まで
対　　象   40歳以上の人。社会保険本人は対象外。
受診期間　申請後、「人間ドック受診券」の発行を受け
　　　　　てから平成30年１月31日まで
申込受付　指定医療機関から希望する医療機関を選
　　　　　び、申請してください。その場で受診券
　　　　　を発行します。（総合健診申込書とは別に
　　　　　申請が必要です。）受診券発行後、ご本人
　　　　　から医療機関へ予約をしていただきます。
持 ち 物　健康保険証、印鑑、社会保険扶養の人は
　　　　　保険者から発行される特定健診受診券（交
　　　　　付方法などは加入医療保険者に問い合わ
　　　　　せください。）
補 助 金　市では、次の内容・区分・年齢により次の
　　　　　金額を補助します。

内容・区分 ４０歳～７４歳の人 ７５歳以上 ( 健診
受診日の年齢 )の人

①　基本健診 (特定健診含む )　
　　のみ受けた場合 22,000 円 30,000 円

②　①に加え前立腺がん検査を
　　受けた場合 23,000 円 31,000 円

③　①に加え子宮がん検査また
　　は乳がん検査 ( ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨｰ検
　　査 )どちらかを受けた場合

24,000 円 32,000 円

④　①に加え子宮がん検査と乳
　　がん検査 ( ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨｰ検査 )
　　の両方を受けた場合

25,000 円 33,000 円

○甲斐市国民健康保険に加入している人は、さらに特定健診分として国保
　からの補助があります。
○甲斐市国民健康保険以外の保険に加入している人は、各保険者
　により補助金額が異なります。( 詳しくは加入されてる保険者に
　問い合わせください。)
○自己負担金は実際に検査にかかった金額から、市の補助金と保
　険者の補助金を差し引いた分の金額になります。

※予約状況により受け入れできなくなった医療機関
　は、その時点で申請期間中でも受付を終了します。
　早めの申請をお願いします。
指定医療機関
○山梨病院健康管理センター○甲府共立病院総合健
診センター○甲府市医師会健康管理センター　　　
○山梨県厚生連健康管理センター○竜王リハビリ
テーション病院○竜王共立診療所○赤坂台病院　　
○双葉クリニック○石和温泉病院クアハウス石和　
○甲府城南病院○笛吹中央病院
■申し込み・問い合わせは…
　健康増進課、各支所市民地域課

　甲府市湯村にある老舗ホテルでブライダルプラン
ナーとして働いている岩手県出身の千葉さんは、昨
年甲斐市へ転入してきました。現在の職に就くまで
は転勤が多く、長野、静岡、愛知など様々な土地で
生活してきましたが、大学４年間を山梨で過ごして
いて土地勘があったので、甲斐市での暮らしにはす
んなり馴染めたそうです。
　「学生時代は気が付きませんでしたが、山梨の食べ
物はおいしいです。他県をまわってきて特にそう感
じます。甲斐市のものだとやはたいもが大好きで、
農産物直売所の常連になっています」と千葉さん。
　これからもずっと甲斐市で暮らす予定だというこ
とで、今は市のことをもっと知りたいそうです。「市
のスポーツイベントに参加したり、公園や施設を利
用したり、焼酎が好きなので、行きつけのお店を増
やしたり…やりたいことはたくさんありますね」

　
山
梨
中
央
銀
行
に
勤
務
す
る
内
堀
紫
菜
選

手
と
水
野
菜
穂
選
手
。
内
堀
選
手
は
法
人
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
室
で
社
員
の
勤
務
管
理
や
電

話
対
応
の
仕
事
を
、
水
野
選
手
は
、
ダ
イ
レ

ク
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、
お
客

さ
ま
か
ら
郵
送
さ
れ
て
き
た
住
所
変
更
通
知

の
受
付
業
務
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　
新
社
会
人
と
し
て
勤
め
始
め
て
約
半
年
。

慣
れ
な
い
仕
事
と
ク
ラ
ブ
活
動
の
両
立
も
、

「
職
場
の
温
か
い
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
、
非
常

に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。

　

食
べ
る
事
が
楽
し
み
と
い
う
両
選
手
に
、

好
き
な
食
べ
物
を
聞
く
と
、内
堀
選
手
は「
最

近
は
焼
肉
で
す
。
タ
ン
と
ト
ン
ト
ロ
が
大
好

物
で
す
」。
水
野
選
手
は
「
ラ
ー
メ
ン
が
好

き
で
す
。特
に
味
噌
と
魚
介
系
つ
け
麺
で
す
」

と
満
面
の
笑
み
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

第
⑤
回
ク
ラ
ブ
と
仕
事
の
両
立
　

〜
内
堀
紫
菜
選
手
・
水
野
菜
穂
選
手
〜

千
ち ば

葉　康
やすひろ

洋　さん

県内の知り合いも増えてきて楽しいと話す千葉さん

⑤
第５回 胸を反らす運動
～胸を大きく広げ、呼吸機能を促進させる～

３

１

２

１　脚を横に出しながら胸の前で腕を交差する。
２　腕を下から真横に振り上げて戻す。
３　腕を斜め45度に上げながら胸をそらす。
★指先まで伸ばす。
★あごを引き、手で上方へ引き上げるように。
★手のひらを返す。
★脚は肩幅よりやや広く開く。
（★は各動きのポイント）

手のひらを返し、
指先まで伸ばそう

※一度 1に
　戻ってから 3へ

Ｃｈｅ
ｃｋ！

　内堀選手（左）と水野選手（右）
個性豊かな両選手のインタビュー
の続きは、市ウェブサイト「Ｇｏ！
Ｇｏ！クィーンビーズ」　で紹介
していますのでご覧ください。
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────竜王図書館────
☆しゃぼんだまおはなし会

　秋風を感じて屋外でおはなし
会をします。おはなしの後は、み
んなでシャボン玉を作って遊びま
しょう。
日時　９月 17日（日）
　　　午前 10時～正午
※雨天の場合24日（日）に延期
場所　竜王北部公園（竜王図書館前）
対象　幼児～一般
定員　80組（先着順）
内容　絵本の読み聞かせ、ストー
　　　リーテリング、シャボン玉
　　　で遊ぼうなど

　語りを中心に活動し、図書館ボ
ランティアをしている「ききみみず
きんおはなしの会」の30周年記念
のおはなし会です。生の声で語る
昔話の世界をお楽しみください。
日時　10月９日（月）
　　　午後２時開演
　　　（午後１時30分開場）
場所　竜王図書館会議室

プログラム
　「三枚のお札」『おはなしのろう
　 そく５』（岩波書店）より
　「きりの国の王女」『太陽の木の
　 枝』（福音館書店）より
　「かにむかし」『わらしべ長者』（岩
　 波書店）より　他
対象　中学生～一般
定員　40名（先着順）
受付　９月９日（土）午前９時から
　　　竜王図書館にて電話または
　　　窓口で受付

　　　　　　　　　　　　　　　
日時　９月 21日（木）
　　　午後１時 30分～
場所　竜王図書館会議室
メニュー
　「青い嵐」山本周五郎／作
　「ざくろの木の下」小池真理子／作
板前　ねの会他

────敷島図書館────
☆ライライくんのスタンプラリー
日時　９月30日（土）
　　　～11月19日（日）

場所　敷島児童図書館
対象　幼児・小学生
内容　本を読んで図書館博士にな
　　　ろう！スタンプを集めると
　　　記念品がもらえます。

────双葉図書館────
　　　　　　　　　　　　　　　
日時　９月30日（土）
　　　～10日29日（日）の
　　　開館時間中
場所　双葉図書館内特設コーナー
内容　雑誌のバックナンバー　　
　　　（2013年４月～2014年３
　　　月分）を１冊10円で販売　
　　　（無くなり次第終了）

　図書館の本を使って答えを探そ
う。１人３問チャレンジで参加賞、
さらに５問正解すると抽選でプレ
ゼントがもらえます。
日時　９月30日（土）
　　　～ 11月12日（日）
場所　双葉図書館
対象　小学生

▲

開館時間
　平日：午前10時～午後７時
　土・日・祝日：午前９時～午後５時▲

９月のお休み　P❷のカレンダーをご覧ください。

９ ※内容については、各図書館へ問い合わせください。月のイベント

「被災ママに学ぶちいさな防災の
アイディア 40」
　アベナオミ/著
　学研プラス　（2017 年）

児童書

東日本大震災の被災体験
をもとに、防災に取り
組む心得をイラスト付き
で紹介しています。簡単
に取り組める防災対策や
グッズの紹介など、とて
も参考になる内容です。

会場 イベント名 開催日 時間 対象

竜王図書館

こぐまちゃんのおへや 14日（木）
28日（木）

午前10時15分～ ５か月児～

午前11時～ １歳６か月児～

しろくまちゃんのおへや   ９ 日（土）
23日（土）午前10時30分～ 幼児・小学生

キッズぷらねっと  ２ 日（土）午後２時～ 小学生

敷島図書館

らいおんちゃんのゆりかご   ７ 日（木）
21日（木）

午前10時30分～ ５か月児～

らいおんちゃんのへや 午前11時～ １歳６か月児～

らいおんちゃんのおうち  ２ 日（土）
16日（土）午後２時～ 幼児・小学生

双葉図書館
おはなしのとびら 14日（木）

午前11時～
乳幼児

ふうせん劇場  ９ 日（土）
23日（土） 幼児・小学生

　竜王図書館　
視聴覚室 上映会『ウルトラマン４』 10日（日）午後２時～

幼児
（先着 182人）

土の中で暮らすおいもた
ち。ご飯も食べるし、歯
もみがきます。子どもた
ちが、いもほりにやって
きました。おいもたちは
ぬかれまいと必死です。
さあ、どちらが勝つので
しょうか…。

「さつまのおいも」
　中川ひろたか /文　村上康成 /絵
　童心社　（1995年）

一般書

■  竜王図書館 ☎055(278)0811 ■  敷島図書館 ☎055(277)9955 ■  双葉図書館 ☎0551(20)3669

☆雑誌のバックナンバー市

☆クイズ王はだれだ！？

■  竜王南部公民館図書館 ☎055(276)0711 

☆おとなのためのおはなし会

☆朗読処おきらく亭

申し込み・問い合わせは…スポーツ振興課（新館２階）　☎055（278）1698  　  055（278）2047

※スポーツ施設開放日程は、
　P❷のカレンダーをご覧ください。

スポーツの力

　竜王少林寺拳法スポーツ少年
団の菅沼武起さんが「単独演武 高
校生男子単演の部 最優秀賞」とい
う好成績を収めました。

　敷島南ミニバスケットボール
スポーツ少年団（女子）が、「第36
回　関東ブロックスポーツ少年
団ミニバスケットボール交流大
会」に県代表として出場し、大会
優勝を収めました。

日時  ９月７日（木）・26日（火）
　　　午後７時30分～
場所   敷島体育館
種目　さいかつボール、スポレッ
　　　ク等毎回４種目程度用意
対象　市内在住者
参加料　無料
申込受付　当日受付

日時　９月17日（日）※小雨決行  
　　　午前８時30分（受付開始）
　　　午前９時（開会式）
場所　釜無川スポーツ公園
対象　市内在住者
定員　72人
競技方法
・ 一般の部（20歳～ 59歳）、シニ
　アの部（60歳～ 69歳）、ゴール

　ドシニアの部（70歳以上）とし
　男女問わず個人戦とします。
・ 用具は主催者が用意しますが、
　参加者持参も可能です。
・ 総合で上位入賞者については、
　来年度開催される県スポーツ・
　レクリエーション祭に市代表と
　して出場していただきます。
その他　参加賞・ホールインワン
　　　　賞あり。
申込受付　９月６日（水）午前９時
　　　　　から電話にて受付

　今年度は、双葉会場（９月・10
月）、敷島会場（11月・12月）、竜
王会場（１月・２月）の３教室を開
講します。
日時　９月20日・27日、
　　　10月 ４ 日・11日・18日
　　　の水曜日【全５回】
　　　午後２時～３時30分
場所　双葉体育館
講師　県エアロビック連盟
　　　斎藤晴美　先生
対象　市内在住者
定員　20人
参加料　無料
持ち物　室内履き、タオル、
　　　　飲み物
申込受付　９月７日（木）午前９時
　　　　　から電話にて申込
※敷島会場は広報10月号、竜王
　会場は広報12月号で募集

日程　10月８日（日）※ 雨天決行
　　　市役所竜王庁舎出発（午前
　　　９時）～ハイキング（約５
　　　時間）～市役所竜王庁舎到
　　　着（午後４時予定）

場所　北杜市清里（まきば公園・
　　　キープ協会周辺）
対象　市内在住者
参加料　無料（施設利用料などは
　　　　自己負担）
定員　30人
申込受付 
　往復はがきに「ハイキング教室
　申込」と記入のうえ、必ず参加
　希望者全員の氏名、住所、年齢、
　電話番号を明記し、次の申込先
　まで郵送してください。なお応
　募多数の場合は、９月21日（木）
　午前10時から竜王北部公民館
　にて公開抽選会を実施します。
申込先　
　〒400‐0192
　篠原2610　スポーツ振興課
注意事項
・ はがき１枚で２人まで申込可
・ 複数のはがきでの重複申込不可
・ 当選ははがき単位となり、結果
　は返信はがきで通知します。
・ 抽選会は参加自由となります。
・ 登山道を含む約８km のコース
　です。体力に自信の無い人のご
　参加はお控えください。
・ 昼食は持参するか現地のレスト
　ランをご利用ください。
申込期限　
　９月15日（金）消印有効

　「第70回県体育祭り秋季大会」
が、県内各地で行われています。
　甲斐市からは44種目563人の
選手たちが、表彰台を目指して熱
戦を繰り広げます。みなさんの応
援をお願いします。
※大会日程等は市ウェブサイト
　をご覧いただくか、問い合わせ
　ください。

募　集

結　果

秋のハイキング教室

軽スポーツ教室

第33回 県少林寺拳法大会

スローエアロビック教室
双葉会場

関東ブロック
ミニバスケットボール大会

第70回
県体育祭り

市ターゲット・
バードゴルフ大会
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母子健康手帳の発行
日時　午前８時30分
　　　～午後５時15分（平日のみ）
持ち物　印鑑
■発行・問い合いわせは…
　健康増進課、各支所市民地域課

マタニティクラス・ママパパクラス
　母子健康手帳、配布済みの冊子
「すこやかな赤ちゃんを産むため
に」を持参してください。
◆マタニティクラス
場所　敷島保健福祉センター
「第４課　お産について」
日時　９月25日（月）
　　　午前９時30分～正午
「第１課　妊娠中の生活・妊婦体
操について」
日時　10月２日（月）
　　　午前９時30分～正午
◆ママパパクラス
場所　敷島保健福祉センター
日時　９月12日（火）
　　　午後７時～９時
持ち物　上記以外に父子健康手帳
申込受付　各開催日の４日前まで
■申し込み・問い合わせは…
　健康増進課

　離乳食教室
日時　９月29日（金）
　　　午前10時～正午
※受付は午前９時45分～
場所　竜王保健福祉センター
対象　平成29年２月生まれの　
　子の親
持ち物　エプロン、おんぶひも、
　三角巾（バンダナ）、４か月児健
　診時に配布した「３～11か月児
　のしおり」、母子健康手帳
申込受付　１週間前まで

■申し込み・問い合わせは…
　健康増進課

にこにこママル―ム
　生後１か月半から３か月までの
お子さんとお母さんが対象の日帰
り産後ケアです。
日時　９月12日～10月３日の火
　曜日
　午前10時20分～正午　
※受付は午前10時～10時10分
場所　このはな産婦人科
内容　体重測定、母乳相談、ベビー
　マッサージ等
定員　8人（先着順）
持ち物　
　母子健康手帳、バスタオルほか
申込受付  １週間前まで
■申し込み・問い合わせは…
　健康増進課

竜王子育てひろば
◆「ドラひろば」
　親子で楽しめる手遊び、読み聞
かせや紙芝居などを行います。
日程　9月１日（金）・８日（金）　
　13日（水）・22日 ( 金）・29日
　（金）午前10時30分～11時
※13日のみ水曜に実施します。
◆パパDOひろば
　「運動能力を引き出す遊び」
日時　９月16日（土）
　　　午前10時30分～11時30分
対象　１歳～３歳までの子と親
定員　10組（完全予約制）
持ち物　タオル・飲み物
■申し込み・問い合わせは…
　竜王子育てひろば

敷島子育てひろば
◆「ぽけっとひろば」
　童謡や絵本の読み聞かせ、わら
べうたなど親子で楽しみましょう。
申し込み不要です。
日程　毎週水曜日
　　　午前10時30分～10時50分

対象　０歳～２歳代の子と親　　
◆「親子わらべうた」
　親子でゆったり楽しむ昔ながら
の遊びです。申込不要です。
日時　９月20日（水）
　　　午前10時30分～ 11時
対象　０歳～２歳代の子と親
◆子育て相談
　保育園や児童館の情報提供、育
児相談、電話相談を行っています。
受付時間　午前９時～午後４時
※月・日曜日、祝日は休館
子育て相談専用電話　
　☎055（277）1260
■問い合わせは…
　敷島子育てひろば

 子育て支援センター「ヤンチャリカ」 
　未就園児と保護者が対象で、参
加無料です。
◆ ｢ アンパンマンで楽しくあそ
ぼっ ! ！」
日時　９月21日（木）
　　　午前10時～ 11時30分
場所　働く婦人の家
定員　40組（完全予約制）
申込受付　９月６日（水）午前９時
　30分から電話で受付
◆「しゃぼん玉でふわふわふわり～」
日時　９月７日（木）　
　　　午前10時30分～11時30分
集合場所　ドラゴンパーク管理棟
持ち物　飲み物・帽子　
◆「ぽぽぽ～ん風船であそびましょう」
日時　９月14日（木）　
　　　午前10時30分～11時30分
集合場所　ドラゴンパーク管理棟
持ち物　飲み物・帽子　
◆「たくさん入れてね！おっかけ玉
入れ」
日時　９月28日（木）　
　　　午前10時30分～11時30分
集合場所　ドラゴンパーク管理棟
持ち物　飲み物・帽子
■申し込み・問い合わせは…
　光保育園（下今井2374－1）

問
い
合
わ
せ
先
一
覧

■健康増進課（本館１階）  ☎055（278）1694
■子育て支援課（新館１階） ☎055（278）1692
■敷島支所市民地域課（敷島庁舎） ☎055（277）3112
■双葉支所市民地域課（双葉庁舎） ☎0551（20）3650
■市社会福祉協議会敷島本所 ☎055（277）1122
■竜王子育てひろば（竜王東児童センター2階） ☎055（278）1120
■敷島子育てひろば ☎055（277）1762
■竜王西保育園（竜王1671） ☎055（276）5741

● 乳幼児健診（日程、会場の変更を希望する人は事前にご連絡ください。なお、対象の人には別途通知します。）
内容 実施月日 受付時間 対象地区 実施場所 持ち物

４か月児健診
【H29. ５月生】

９月20日（水）

  午後１時10 分～
  　　１時30 分
 ※受付は午後のみ

敷島・双葉 敷島保健福祉センター

母子健康手帳、バスタ
オル、保険証、印鑑、
送付の問診票、普段使
用している歯ブラシ

９月27日（水） 竜王 竜王保健福祉センター
１歳６か月児健診
【H28. ２月生】

９月　８日（金） 敷島・双葉 双葉保健福祉センター
９月13日（水） 竜王 竜王保健福祉センター

２歳児健診
【H27. ５月生】

９月　７日（木） 竜王・敷島 竜王保健福祉センター
９月15日（金） 竜王・双葉 竜王保健福祉センター

３歳児健診
【H26. ３月生】

９月　５日（火） 竜王・敷島 敷島保健福祉センター
９月14日（木） 竜王・双葉 双葉保健福祉センター

   ３歳児視聴覚・尿検査
   再検査日

９月　５日（火） 午後３時30 分～
   ４時 30 分

敷島保健福祉センター 母子健康手帳、健診時
に配布した再検査用紙９月14日（木） 双葉保健福祉センター

内容 実施月日 受付時間 対象地区 実施場所 持ち物

１歳児健康相談
【H28. ９月生】

 ９月22日（金）   通知でご確認くだ  
  さい。

敷島・双葉 敷島保健福祉センター 母子健康手帳、質問票、
普段使用している歯ブ
ラシ ９月28日（木） 竜王 竜王保健福祉センター

● 健康相談（対象の人には別途通知します。）

　☎0551（28）１５６６

　げんき甲斐　親子で遊ぼう
◆「あかちゃん絵本だ！１．２．３」
日時　９月27日（水）
　　　午前10時～ 11時
場所　竜王ふれあい館
対象　乳幼児と家族または妊婦
定員　30組（完全予約制）
申込受付　９月５日（火）午前９時
　から電話または窓口で受付
◆「ミニ運動会だよ！１. ２．３」
日時　10月11日（水）
　　　午前10時～ 11時
場所　竜王ふれあい館

対象　１歳以上の乳幼児と家族
定員　30組（完全予約制）
申込受付　９月５日（火）午前９時
　から電話または窓口で受付
■申し込み・問い合わせは…
　子育て支援課　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　      　      
　子育て支援センター「こあら」
日程　月～金曜日
場所　竜王西保育園
利用料　１組100円
◆「ハッピーコンサート」
日時　９月20日（水）
　　　午前10時30分～11時30分
講師　国立音楽大学　演奏部

定員　10組
■申し込み・問い合わせは…
　竜王西保育園

 子育てサロン“クローバー”
日時　９月20日（水）
　　　午前10時～正午
場所　敷島保健福祉センター
内容　プレゼントをつくろう！
定員　15組
対象　未就園児と保護者
参加料　無料
申込受付　９月５日（火）から　 
■申し込み・問い合わせは…
　市社会福祉協議会敷島本所 

●予防接種を受けましょう
  予防接種で予防できる病気もあります。決められた年齢、接種間隔でしっかり予防接種を受け、お子さんを病
気から守りましょう。予防接種当日は必ず保護者同伴で接種を受けてください。

対象 予防接種の種類 特記事項 実施場所 持ち物 接種料金

乳幼児

BCG、B 型肝炎、ヒブ、
小児用肺炎球菌、４種
（３種・２種）、麻しん
風しん混合第１期、日
本脳炎、ポリオ、水痘

○Ｂ型肝炎予防接種について
※H28年10月１日から定期接種に導入されまし
た。H28年４月１日以降に生まれた人で１歳未満
の人が対象です。
○日本脳炎予防接種に係る特例
※平成７年４月２日～平成19年４月１日までの
間に生まれた人で積極的勧奨の差し控えにより、
第１・２期の予防接種が終了してない人は20歳
になるまでの間に接種することができます。
○子宮頸がん予防接種について
※ワクチンの因果関係が否定できない痛み等が
接種後に見られたことから、当面の間、接種の
積極的なお勧めを差し控えています。接種を希
望する場合は、ワクチンの有効性やリスクを理
解したうえで受けてください。

指定医療機関
※市指定医療機関
以外の主治医のも
とで接種を希望さ
れる場合は、市外
申請が必要になる
場合があります。
問い合わせくださ
い。　　　　
※予防接種の種類
によっては、接種
を行わない医療機
関があります。あ
らかじめ確認をお
願いします。

母子健康
手帳、
保険証、
予診票

無料
※決められた
年齢以外での
接種や、接種
間隔が不適切
な場合は、自
己負担となり
ますので注意
しましょう。

年長児 麻しん風しん混合第２
期

  ９歳以上　
13歳未満 日本脳炎第２期

11歳以上
13歳未満 2種混合

小学６年生～
高校１年生相
当年齢の女子

子宮頸がん
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■受講対象…市内在住者および市内に勤務している18歳以上の人
■受 講 料…無料（教材費実費、申込後のキャンセルは教材費を負担していただく場合があります。）
■申込方法…往復はがきの往信面（裏）へ①希望講座名②氏名（ふりがな）③年齢④性別⑤住所⑥電話番号を、返信面
　　　　　　（表）へ住所・氏名を明記して申し込みください。応募多数の場合は抽選とし、結果を返信用はがき
　　　　　　にてご連絡します。（締切後７日以内に結果が届かない場合は、問い合わせください。）1人につき
　　　　　　１枚の往復はがきが必要です。（重複応募、記入漏れ等は無効）
■申込締切…９月12日（火）必着（締切日以降は問い合わせください。）

講座 /講師（敬称略） 内　容 定員 期間 /時間 教材費 /持ち物

布ぞうり作り
（講師：鶴田良子）

いらなくなった布を有効活用し、
足指を刺激する健康的な布ぞう
りを編みます。

12人
９月21日・28日の木曜日
【全２回】
午前10時～正午

200円／布、ひも
通しなど（詳しい持
ち物は返信はがきに
記載）

大弐塾
～甲斐市役所編～

（講師：内容による）

市長と懇談、議会見学の他、税務・
福祉・介護・防災について行政
のプロから学びます。

16人
10月３日（火）と11月８日
～２月14日の第２水曜日
【全５回】
午前10時～正午

無料／筆記用具

講座 /講師（敬称略） 内　容 定員 期間 /時間 教材費 /持ち物

子ども朗読教室
（講師：永田京子）

みんなで声を出して楽しく朗
読の勉強をし、たくさんの人
に朗読を聞いてもらいます。                  
（最終回成果発表）

15人
10月７日～ 11月25日の
土曜日（11月４日を除く）
と11月26日（日）【全８回】                                      
午前10時～ 11時30分

200円 /筆記用具

◇竜王南部公民館　■往復はがき郵送先…〒400-0117　西八幡1976-1　竜王南部公民館
　　　　　　　　　　■問い合わせは…☎055（276）0711　  　055（276）0712

■受講対象…市内在住の小中学生
■受 講 料…無料（教材費実費、申込後のキャンセルは教材費を負担していただく場合があります。）
■申込方法…往復はがきの往信面（裏）へ①希望講座名②保護者と子の氏名（ふりがな）③年齢（学年）④性別⑤住
　　　　　　所⑥電話番号を、返信面（表）へ住所・保護者と子の氏名を明記して申し込みください。応募多数の
　　　　　　場合は抽選とし、結果を返信用はがきにてご連絡します。（締切後７日以内に結果が届かない場合
　　　　　　は、問い合わせください。）子ども１人につき、１枚の往復はがきが必要です。
■申込締切…9月12日（火）必着（締切日以降は問い合わせください。）
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講座 /講師（敬称略） 内　容 定員 期間 /時間 教材費 /持ち物

ちりめんで作る
「かわいい野菜たち」

（講師：ささもとしげこ）

手触りのやさしい和布のちりめ
んを使い、にんじん、レモン、
りんごを作ります。初心者も大
歓迎です。公民館に見本あり。

16人
10月４日～ 18日の
水曜日【全３回】
午前10時～正午

2,500 円／裁縫道具
一式、糸（赤、白、黒）、
紙はさみ

ダンススポーツ体験
（講師：小笠原章夫・美子）

ジルバ、ブルース、ルンバ、タ
ンゴなど基本のステップから学
び、楽しく身体を動かします。

12人
10月６日～ 11月17日の
第１・第3金曜日【全４回】
午後１時30分～３時

無料／室内用シュー
ズ、タオル、飲み物

初めての手話
（講師：市聴覚障害者協会）

手話の学習経験のない人で、簡単
な手話を習得し、地域の聴覚障が
い者と伝え合う体験をします。

20人
10月11日～ 11月29日
の水曜日（11月１日を除
く）【全７回】
午後１時30分～３時

1,000 円／筆記用具

◇竜王北部公民館　■往復はがき郵送先…〒400-0192　篠原2610　竜王北部公民館
　　　　　　　　　　 ■問い合わせは…☎055（276）7511　 　055（276）7290

◇敷島公民館　■往復はがき郵送先…〒400-0123　甲斐市島上条1020　敷島公民館
　　　　　　　　■問い合わせは…☎055（277）4111　 　055（277）4212
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水道が
故障・漏水
した時は…

●休日、夜間の水道管の故障・漏水など緊急
時は…市役所（当直）　☎055（276）2111

●平日（昼間）の水道管の故障・漏水など緊急
時は…上水道課　☎055（276）0734

●平日（昼間）の宅地内の故障等は…指定給水装置工事事業者へ直接問い合わせください。
※指定給水装置工事事業者については市ウェブサイトの「くらし・生活」に掲載しています。

●甲府市上下水道局サービスセンター　☎055（228）3311
※大久保・天狗沢・牛句・境・島上条・中下条・大下条・長塚にお住まいの人は、甲府市上下水
　道局へ問い合わせ願います。

●峡北消防本部　☎0551（22）8181(音声テレホンガイド)
　平日・土…午後６時～翌朝8時 
　日・祝日・年末年始…午前8時～翌朝8時
●山梨県救急医療情報センター　☎055（224）4199

●小児救急電話相談 子どもの夜間・休日の病気に関する相談ができます。
　電話番号…♯8000（短縮ダイヤル）　☎055（226）3369（ダイヤル回線）
　対応者…看護師　※利用時間は上記診療時間と同じです。

●救急医療センター　☎055（226）3399
　夜間救急診療…毎日午後7時～11時
　応需医療機関の検索、紹介…24時間対応

●小児初期救急医療センター　☎055（226）3399
　日・祝日…午前9時～翌朝7時／土…午後3時～翌朝7時
　夜間（毎日）…午後7時～翌朝7時

●歯科救急センター　☎055（220）1199
　夜間歯科救急診療…
　平日・土…午後7時～11時 ／ 日・祝日…午後5時～11時

●山梨県精神科救急受診相談センター　☎0551（20）1125
　24時間365日体制で受診相談に応じます。

■竜王・敷島地区にお住まいの人

■双葉地区にお住まいの人

■問い合わせは・・・スポーツ振興課（新館２階）　☎055（278）1698

無料開放日　Ｋａｉ・遊・パークでは、６・13・20・27 日の水曜日の、午後１時
～８時まで受付された市内在住の 65 歳以上の人と市内在住の障がい者（要障害
者手帳）のみなさんに施設を無料開放します。また、介助が必要な障がい者の場
合は、介助者お一人まで無料ですので、ご利用ください。

○敷島Ｂ＆Ｇ海洋センター（プール）　☎055（277）7767
　休館日　毎週月曜日
○双葉Ｂ＆Ｇ海洋センター（プール）　☎0551（28）6029
　休館日　毎週火曜日
　開館時間（共通）　
　午前 10 時～正午（午前の部）、午後１時～５時（午後の部）
　午後６時～９時（夜間の部）
○Kai・遊・パーク　☎055（276）4189　
　休館日　毎週月曜日
　開館時間　午前 10 時～午後９時（最終入館可能時間 午後８時）

Ｂ＆Ｇ海洋センター
　Ｋａｉ・遊・パーク情報

休日・夜間の救急医療連絡先

※峡北消防本部で対応できなかった場合

（プール共通注意事項）
・ 入泳する際には、スイミングキャップの着用が義務付けられています。
・ 幼児および夜間の小中学生の利用は、必ず保護者同伴でお願いします。
・ プールの水深によって身長制限を設けています。

◎９月１日（金）は市制施行記念で市内在住者のみ無料開放します。

◇双葉公民館　■往復はがき郵送先…〒400-0105　下今井236-2　双葉公民館
　　　　　　　　■問い合わせは…☎0551（20）3666　 　0551（20）3659

講座 /講師（敬称略） 内　容 定員 期間 /時間 教材費 /持ち物

秋の味覚を楽しもう！
（講師：渡邉芳郎）

秋の食材を使ったさんまの蒲焼
き丼と、きのこと魚のホイル焼
きを作ります。

16人
９月24日（日）、10月15
日（日）【全２回】
午前９時～正午

2,000 円 / 筆記用
具、米１合、エプロ
ン、マスク、三角巾

竹細工教室
（講師：岩間憲治）

昔ながらの竹かごの作り方を、
竹細工職人から学びます。 12人

９月30日～ 11月11日の
土曜日（11月４日を除く）
【全６回】
午後１時～４時

2,000 円 /
筆記用具

講座 /講師（敬称略） 内　容 定員 期間 /時間 教材費 /持ち物

ゆがみスッキリ！
ストレッチ

（講師：浅川京子）

肩甲骨周りや、骨盤のゆがみを
無理なくほぐし、心と体をリフ
レッシュします。

20人 ９月22日（金）
午後１時30分～３時

無料/ヨガマット（ま
たはバスタオル）、
動きやすい服装、タ
オル、飲み物

お年寄りに優しいごはん
（講師：向山美和子）

介護食にも応用出来る、歯が悪
くても胃弱でも、おいしく食べ
られる料理を習います。

20人 ９月26日（火）
午前９時30分～午後１時

1,500円/エプロン、
三角巾、マスク、持
ち帰り用容器

長座ぶとんを作ろう
（講師：雨宮繁）

ゆったり寛げる長座ぶとんの作り
方を習います。家で使っていない
布団綿の再利用に最適です。

12人 10月11日（水）
午後１時30分～４時

1,000 円（生地代）
/もめん綿 2.1kg（打
ち直し希望者は公民
館へ連絡を下さい）、
裁縫道具

はじめよう！将棋
（講師：澤木重孝）

老若男女、世代を超えて楽しめる
将棋を習います。簡単なルールや
礼儀を覚えて、いざ対局です。

20人
10月４日～ 12月６日の
第１・３水曜日
【全５回】
午後１時30分～３時

無料 /筆記用具

◇敷島公民館　■往復はがき郵送先…〒400-0123　甲斐市島上条1020　敷島公民館
　　　　　　　　■問い合わせは…☎055（277）4111　 　055（277）4212
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飾り結び・水引で和小物
づくり講座
日程　
　10月３日～ 11月14日
　の火曜日
　午前10時～ 11時30分
場所　
　敷島保健福祉センター
内容　
　ひもや水引を使って普段使え
　るアクセサリーや和小物を作
　ります。
対象　市内在住の65歳以上の人
定員　12人（先着順）
講師　長坂加奈子さん
申込受付　
　９月６日（水）より電話にて受付
参加料　
　2,000円（全７回分）
■申し込み・問い合わせは…
　市社会福祉協議会
　☎055（277）1122

市商工会ビジネス学院
　市商工会では管内商工業者の経
営基盤強化および資質向上のため
のセミナーを開催します。
①小さな会社のためのＰＲ戦略
日時　
　９月13日（水）
　午後７時～９時
②変わりゆく年金制度と上手な老
　後資金の貯め方
日時　
　９月20日（水）
　午後２時～４時
③ 世界一シンプルでわかりやすい
　決算書と会社数字の読み方講座
日時　
　10月３日（火）　
　午後７時～９時
場所　甲斐市商工会館　　
定員　各コース20人
参加料　
　商工会会員：無料　
　非会員：各コースとも1,000円
申込受付　電話にて受付
■申し込み・問い合わせは…
　市商工会
　☎055（276）2385

ギャラリー紹介
◎竜王北部公民館
展示　
　ひまわりパッチワーク、
　絵中人（油絵）
期間　
　９月１日（金）～
　27日（水）
■問い合わせは…
　竜王北部公民館
　☎055（276）7511
◎竜王南部公民館
展示　
　あやめ会（ちぎり絵）
期間　
　９月７日（木）～
　10月３日（火）
展示　
　文化協会川柳部竜王会（川柳）
期間　
　９月22日（金）～
　10月29日（日）
■問い合わせは…
　竜王南部公民館
　☎055（276）0711

在宅介護者の
お茶のみカフェ
　介護の悩みを語り合い介護者同
士交流する会を開催します。
　初めての人もご参加ください。
日時　９月12日（火）
　午前10時～ 11時30分
場所　
　敷島保健福祉センター
内容　
　紙おむつのあて方、選び方およ
　び交流など
対象　
　市内在住の在宅で高齢者を介護
　している人
参加料　無料
■申し込み・問い合わせは…
　市社会福祉協議会
　☎055（277）1122

障がいサロン
「みーんなおいでよ」
　障がいのある人と支援する人が
気軽に集い交流できる居場所づく
りを目的に毎月１回サロンを開催
します。
日時　
　９月17日（日）
　午前10時～正午
場所　敷島保健福祉センター
内容　室内活動、吹き矢
参加料　無料
■申し込み・問い合わせは…
　市社会福祉協議会
　☎055（277）1122
　 055（277）1284

高齢者運動会を
開催します
　無理なく参加できる種目を多数
用意しています。
日時　
　10月25日（水）午前10時～
　（受付９時30分～）
場所　双葉体育館
対象　
　65歳以上の市内在住者
申込期限　
　９月25日（月）までに電話にて
　受付
その他　
　老人クラブ会員は、各単位クラ
　ブへ申し込みください。
■申し込み・問い合わせは…
　市社会福祉協議会
　☎055（277）1122

ふるさと再発見ツアー
　市や周辺自治体の文化財、史跡
や施設等を訪問します。
日時　
　10月14日（土）
　午前９時集合（雨天決行）
集合場所　
　昭和町立図書館北側駐車場
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視察場所　
　道の駅とよとみ、常説寺、甲府城
　跡、風土伝承館 杉浦醫院
対象　
　甲斐市、甲府市、中央市、
　昭和町の住民
定員　
　20人（市内在住者）
※定員を超えた場合は抽選にな
　ります。
※当選者には９月30日（土）まで
　に通知します。
参加料　無料
主催　
　甲府地区広域行政事務組合
申込受付　
　はがきによる申込
※１枚２人まで可
記載事項　
　郵便番号・住所・氏名・生年月日・
　自宅電話番号・携帯電話番号
送付先　
　〒400-0856
　甲府市伊勢３-８-23
　甲府地区広域行政事務組合
申込期限　９月20日（水）必着
■問い合わせは…
　甲府地区広域行政事務組合
　☎055（228）7641

下水道排水設備工事
責任技術者認定試験
　下水道の排水設備工事を施工す
る指定工事店には、「下水道排水
設備工事責任技術者」の資格を有
する者の専属が必要です。この試
験は、責任技術者としての技能を
認定するものです。
　今年度は、次の日程により実施
します。
受付期間　
　10月２日（月）～ 23日（月）
講習会　
　11月14日（火）
　午前10時～午後４時
試験　
　11月26日（日）
　午前10時～午後０時15分
場所　
　県立男女共同参画推進センター
　（ぴゅあ総合）

申込先
　（公財）山梨県下水道公社
　（笛吹市石和町東油川417）
※申込用紙は、市下水道課窓口に
　あります。
※平成30年度からは、試験問題
　が日本下水道協会作成の共通試
　験問題となります。
■問い合わせは…
　（公財）山梨県下水道公社
　☎0552（263）2738

自衛官等募集案内
　次のとおり自衛官等を募集し
ます。受験資格、受付期間など詳
細は問い合わせください。
募集種目　
・自衛官候補生（陸・海・空）
※年間を通じて募集を行ってい
　ます。
・防衛大学校学生
※推薦・総合選抜・一般（前期）
・防衛医科大学校　医学科学生
・看護学科学生
　（自衛官候補看護学生）
■問い合わせは…
　自衛隊山梨地方協力本部
　☎055（253）1591

親子ふれあい映画祭
　地域の振興とともに、明るい家
庭と青少年の健全な育成を目的と
して映画会を実施します。
上映作品　
　「ＳＩＮＧ」
日時　
　９月９日（土）
上映　
　午後１時30分（１回目）
　午後６時（２回目）
チケット配布　
　正午（１回目）
　午後４時30分（２回目）
場所　双葉ふれあい文化館
対象　
　市内在住の幼児・小学生とその
　保護者
参加料　無料
■問い合せは…市商工会　
　☎055（276）2385

本 … 本館　新 … 新館
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●ふれあいステージ
日時　
　９月16日（土）、17日（日）
　各日、午後１時開演
１日目　
　フラダンス、ヒップホップダ
　ンスなど
２日目　
　合唱、楽器演奏、ビッグバン
　ドなど
入場無料
※出演者の募集は締めきりま
　した。

●陸上自衛隊東部方面音楽隊コ
　ンサート
日時　10月１日（日）
　午後２時開演
　入場無料（要整理券）
※未就学児入場不可
※入場整理券は９月12日（火）
　午前９時から双葉ふれあい文
　化館他、双葉公民館、竜王北部
　公民館、竜王南部公民館、敷島
　総合文化会館で配布。
※一人につき２枚まで

●ロビーコンサート
日時　10月９日（月）
　午後５時開演
１部　「ヒキモノガタリ」
　　　（歌と朗読）
２部　オリジナルと70年　　
　　　ニューミュージック
出演　チャンティ（歌とピアノ）
料金　入場無料
※ワイン試飲あります（500円）

■申し込み・問い合わせは…
　双葉ふれあい文化館
　☎0551（20）3660
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事業系のごみについて
　会社や営業所、飲食店、店舗、旅
館、ホテル等の事業活動によって
生じる事業系のごみは、一般家庭
用ごみ収集小屋に出すことはでき
ません。
　事業者がごみを処理する場合
は、事業者の責任において次のよ
うに適正に処理してください。
◎産業廃棄物（燃え殻、汚泥、廃油、
　廃酸、廃アルカリ、廃プラ等政令
　で定められているもの）
　産業廃棄物収集運搬許可業者に
　収集を依頼してください。許可
　業者は、「（社）山梨県産業廃棄
　物協会　055（244）0755」に
　相談してください。
◎産業廃棄物以外の可燃・
　不燃ごみ
　分別して、各処理場（竜王地区は
　中巨摩地区広域事務組合清掃セ
　ンター、敷島・双葉地区は峡北
　広域環境衛生センター）へ自己
　搬入してください。
　もしくは、市が許可した「事業系
　一般廃棄物収集運搬許可業者」
　に収集を依頼してください。許
　可業者については、市ウェブサ
　イトをご覧ください。
※ごみの減量化および資源物の
　リサイクルにもご協力をお願い
　します。

「動物愛護デー」
イベント開催
　９月24日（日）に「動物愛護デー」
のイベントが開催されます。犬猫
無料健康相談、犬猫の飼い方相談
コーナー、動物のお医者さん体験
コーナー、体験乗馬などを設けて
ありますので、みなさんでご参加
ください。
日時　９月24日（日）
　午前10時～午後３時
場所　昭和町総合会館
　（昭和町押越616）
■問い合わせは…
　県福祉保健部衛生薬務課
　食品衛生・動物愛護担当
　☎055(223)1489

無料法律相談
　離婚、相続、土地、建物の賃貸借、
交通事故等の消費者問題などを受
け付けます。
※相談内容は厳秘扱いです。
日時　９月８日（金）
　午後１時～４時
※時間指定はできません
場所　敷島総合文化会館
定員　９人（相談時間１人50分）
担当　県司法書士会
申込受付　
　９月５日（火）午前10時～午後
　５時に電話にて受付（抽選方式）
※決定者には６日（水）午後４時
　～５時の間に連絡します。相談
　は年度内１世帯１回のみです。
■申し込み・問い合わせは…
　市民活動支援課　

新

敷

双

敷
２

双
公

本

　☎055（278）1704
※無料法律相談は次の会場でも
　行っています。
・県民生活センター（甲府市飯田
　１-１-20）県JA会館５階
　☎055（223）1366
・ 法テラス※資力の乏しい人に
　限られます。（甲府市中央１-
　12 -37イリックスビル１階）
　☎050（3383）5411

高齢者・障がい者の人権
あんしん相談強化週間
　高齢者や障がい者に対する暴
行・虐待などの事案は、依然とし
て数多く発生しています。
　これらの人権問題の解決を図る
ため、全国一斉「高齢者・障がい者
の人権あんしん相談」強化週間中
に電話による相談を実施します。
日程　９月４日（月）～ 10日（日）
　午前８時30分～午後７時
※土・日曜日は午前10時～
　午後５時
相談担当者　
・９月４日（月）～８日（金）

　県人権擁護委員連合会人権擁護
　委員および甲府地方法務局職員
・９月９日（土）、10日（日）
　東京都人権擁護委員連合会人権
　擁護委員および東京法務局職員
　☎0570（003）110
　（全国共通）
※相談は無料で秘密は厳守します。
■問い合わせは…
　甲府地方法務局人権擁護課
　☎055（252）7239

家庭教育支援
カウンセリング
日程
・敷島地区　９月８日（金）
・双葉地区　９月15日（金）
・竜王地区　９月21日（木）
時間　
　午後１時30分～４時30分
※事前申込が必要です。
■申し込み・問い合わせは…
　敷島地区教育相談電話
　☎055（277）1400
　双葉地区教育相談電話
　☎0551（28）7681
　竜王地区教育相談電話
　☎055（276）7521

第３回　歴史講座　
卑弥呼の時代を探る
　弥生時代について学び、実際に
県考古博物館など見学し、私たち
の身近にある歴史を学びます。
日時　９月23日（土）
　午前９時～午後５時
場所　甲府市・北杜市方面　他　
対象　市内在住・在勤者
定員　20人
講師　新津健さん
　（市文化財保護審議会委員）
参加料　500円（入場料等）
申込受付　
　往復はがきに必要事項（往信面
　【裏】へ希望講座名・郵便番号・
　住所・氏名【ふりがな】・年齢・
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　電話番号、返信面【表】へ住所、氏
　名）を明記して申し込みくださ
　い。応募多数の場合は抽選とな 
　ります。１枚の往復はがきで申
　込できるのは１人分です。
　（往復はがき以外の申込は無効）
応募先　〒400-0192
　篠原2610　生涯学習文化課
申込期限　９月11日（月）必着
■申し込み・問い合わせは…
　生涯学習文化課　新

敷

双

敷
２

双
公

本

　☎055（278）1697

第４回　歴史講座
仏像を学ぶ
　武田氏ゆかりの地に伝わる仏像
を学び知識を深めます。【全２回】
①県内研修（甲府市）
日時　10月21日（土）
　午後１時～５時
②県外研修（長野県）
日時　11月11日（土）
　午前８時～午後６時
対象　市内在住・在勤者
定員　24人
講師　鈴木麻里子さん
　（市文化財保護審議会委員）

参加料　11,000円（県外研修時
　の昼食代等）
※２回の講座に参加できる人
申込受付　
　往復はがきに必要事項（往信面
　【裏】へ希望講座名・郵便番号・
　住所・氏名【ふりがな】・年齢・
　電話番号、返信面【表】へ住所、氏
　名）を明記して申し込みくださ
　い。応募多数の場合は抽選とな
　ります。１枚の往復はがきで申
　込できるのは１人分です。（往
　復はがき以外の申込は無効）
応募先　〒400-0192
　篠原2610　生涯学習文化課
申込期限　９月19日（火）必着
■申し込み・問い合わせは…
　生涯学習文化課　新

敷

双

敷
２

双
公

本

　☎055（278）1697

認知症サポーター
養成講座
　認知症について正しく理解し、
認知症の人とその家族の応援者に
なってみませんか。認知症キャラ
バン・メイトによる講座です。
日時　10月４日（水）午後２時～

場所　敷島総合文化会館
対象　認知症に興味のある人
講師　
　市認知症キャラバン・メイト
申込受付　９月29日（金）までに
　電話にて受付　
■申し込み・問い合わせは…
　長寿推進課　新

敷

双

敷
２

双
公

本

　☎055（278）1693

いきいきサロンリーダー
養成講座
　「いきいきサロンが楽しくなる
音楽レクリエーション講座」を開
催します。
日時　９月29日（金）
　午前10時30分～正午
場所　敷島保健福祉センター
対象　
　いきいきサロンに興味のある人
定員　40人（先着順）
講師　新海陽子氏　ミュージック
　ケアワーカー上級認定者
参加料　無料　　
■申し込み・問い合わせは…
　市社会福祉協議会
　☎055（277）1122

本 … 本館　新 … 新館
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●えみハウス＆せせらぎ教養講座受講生募集
■受講対象…市内在住者および市内に勤務している18歳以上の人
■受講料…無料（教材費・保険料が必要です。）
■申込方法…メールか往復はがきで申し込みください。往復はがきの場合は、往信面（裏）へ希望講座名・郵便番号・
　　　　　　住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を、返信面（表）へ郵便番号・住所・氏名を明記してください。
　　　　　　応募者多数の場合は抽選とし、結果はメールの場合はメールで、はがきの場合は返信用はがきでご
　　　　　　連絡します。
メール　shoukou@city.kai.yamanashi.jp　　往復はがき　〒400-0192　篠原2610　商工観光課
■申込締切…９月13日（水）必着
■問い合わせは…商工観光課　

新

敷

双

敷
２

双
公

本　☎055（278）1708

講座 /講師（敬称略） 内　容 定員 期間 /時間 教材費 /保険料

基礎からの「英会話」
（講師：山梨ＹＭＣＡ

英語学校講師）

初級者を対象に旅行・ショッピ
ング、日常会話などに役立つ英
会話を基礎から学びます。

16人
10月3日～ 11月28日の
火曜日【全８回】
（10月10日を除く）
午後7時30分～ 9時

教材費
2,000 円

○えみハウス（働く婦人の家）　万才761

講座 /講師（敬称略） 内　容 定員 期間 /時間 教材費 /保険料

ピラティス
（講師：ブルーアース
インストラクター）

元はリハビリ用に開発されたエ
クササイズ。骨盤を中心にゆがみ
を整えたり、肩こりや腰痛の予防
や改善にも効果的なエクササイ
ズです。

20人
10月4日～ 11月22日の
水曜日【全8回】
午後7時30分～ 8時45分

保険料有
受講者に別途通知

○せせらぎ（勤労青少年ホーム）　竜王1886-4

7information6 information



障がい者（児）がいる世帯
の防災費用助成
　市では、災害に備え障がい者
（児）が居住する世帯に対し、次の
助成を行っています。
（１）家具転倒防止対策
対象
①～④全ての条件を満たす世帯
①身体障害者手帳１～４級、療育
　手帳Ａ・Ｂ、精神障害者保健福
　祉手帳１～２級、障害基礎年金
　１～２級、特別児童扶養手当、特
　別障害者手当、障害児福祉手当、
　のいずれかに該当する障がい者
　がいる世帯。
②市内に住所を有し、かつ居住し
　ている障がい者がいる世帯（施
　設入所者は除きます）。
③賃貸住宅に居住している場合
　は住宅所有者の承諾を得てい
　ること。
④世帯の市民税所得割最多納税者
　の納税額が46万円未満である
　こと。
助成内容
　家具転倒防止金具購入費とし
　て、上限2,500円
（２）住宅用火災警報器
対象
①身体障害者手帳１～２級、療育
　手帳A‐１・２級、精神障害者
　保健福祉手帳１級、障害基礎年
　金１級、特別児童扶養手当１級
　のいずれかに該当する障がい者
　がいる世帯。
②市内に住所を有し、かつ居住し
　ている障がい者がいる世帯（施
　設入所者は除きます）。
③世帯の市民税所得割最多納税者
　の納税額が46万円未満である

　こと。
助成内容
・ 煙式火災警報器 (NS マーク表
　示があるもの ) 購入費および設
　置費用として、上限15,500円
※（１）（２）ともに１世帯につき
　１回の助成です。
申込受付
　「対象者であることが分かるもの
　（障害者手帳等）」と「印鑑」、「見
　積書」を持参し、福祉課または各
　支所市民地域課で申請してくだ 
　さい。
※申請書類は各窓口に用意して
　あります。
※購入前の申請が必要ですので、
　詳細は問い合わせください。
■申し込み・問い合わせは…
　福祉課　新

敷

双
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　☎055（278）1691
　 055（276）2113

地籍調査事業への
ご協力をお願いします
　地籍調査とは、市が実施主体と
なって、一筆ごとに土地の所有者、
地番、地目、面積等を調査し、境界
の位置と面積を測量する国土調査
法に基づく調査で、甲斐市では毎
年実施しています。今年度の実施
地区は「吉沢地区の一部」を予定し
ています。
　境界確定は、境界に接する土地
所有者に現場立会いをしていた
だきながら進めていきます。立
会いの時期は今年の10月上旬か
ら12月の間を予定していますが、
関係する土地所有者のみなさん
には別途通知しながら進めてい
きます。

　お手数をおかけしますがご協力
をお願いします。
■問い合わせは…建設課　

新

敷

双
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　☎055（278）1668

市営住宅入居者募集
募集住宅
・田中団地３号館４階 [3DK]
　１戸（篠原1318-1）
・ 南団地３号棟２階 [2LDK]
　１戸（西八幡1479）
※単身用住戸の募集なし。
選考　
　市の入居基準による。
募集方法　
　申込用紙を建設課、各支所市民
　地域課で配布しますので、期日
　までに提出してください。入居
　者は入居条件等審査のうえ決定
　しますが、該当者多数の場合は
　抽選を行います。
申込期間
　９月１日（金）～ 11日（月）
抽選日　９月14日（木）
　午後２時～
■問い合わせは…建設課　

新

敷

双

敷
２

双
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本

　☎055（278）1668

宅地内の水道管を
改修するとき
　建物の改築や取り壊しなどによ
り水道配管を変更または撤去する
場合は、工事申請が必要です。
　市指定給水装置工事事業者を通
じ、上水道課へ申請してください。
　ただし、蛇口やパッキンの取り
替えなどの場合は不要です。
■問い合わせは…上水道課
　☎055（276）0734
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宝くじの助成金により備品を購入しました
　一般財団法人自治総合センターでは、宝くじの社会貢献広報事業とし

て、集会施設やコミュニティ活動備品の整備に対して助成を行い、地域のコミュニ
ティ活動の充実・強化を図ることにより、地域社会の健全な発展と住民福祉の向上に
寄与するための「コミュニティ助成事業」を行っています。
　今年度、コミュニティ助成事業のメニューの内、「一般コミュニティ助成事業」を
活用して、大下条自治会（大下条東・西自治会の地域）では、やぐらステージを購入
しました。購入した備品は、地域のコミュニティ活動の推進に活用されています。
■問い合わせは…市民活動支援課　

新

敷

双

敷
２

双
公

本　☎ 055（278）1704 大下条「やぐらステージ」

本 … 本館　新 … 新館

指定給水装置
工事事業者（変更）
◎双葉設備（株）
新所在地　
　志田517-1
　☎0551（28）4775
■問い合わせは…上水道課
　☎055（276）0734

就業構造基本調査
　10月１日現在で就業構造基本
調査を実施します。
　この調査は、日本の就業・不就
業の実態を明らかにすることを目
的とした国の調査で、統計法に定
められた基幹統計調査です。調査
結果は、雇用政策・経済政策など
の企画・立案のための基礎資料と
して活用されます。
　調査対象は、無作為に選ばれた
世帯が対象となります。
　９月以降調査員が調査世帯に伺
いますので、調査の趣旨をご理解
いただき、調査票のご記入にご協
力をお願いします。
　なお、みなさんにより便利にご
回答いただくため、パソコンやス
マートフォンを使って、簡単にイ
ンターネットで回答することが可
能となっています。
■問い合わせは…
　企画財政課　

新

敷

双

敷
２

双
公

本

　☎055（278）1662

災害時の民間賃貸住宅
借上げの事前登録制度
　県は、大規模災害で住まいを
失った人に対し、災害救助法に基
づき、民間賃貸住宅を借上げて活
用することなどにより応急仮設住
宅を提供することとしています。
　提供可能な民間賃貸住宅を事前
に把握することで、災害時に速や
かに応急仮設住宅を提供するた
め、事前登録の受付をしています。
　民間賃貸住宅をお持ちの人や民
間賃貸住宅を仲介している業者の
みなさんは、登録をお願いします。
○登録をお願いする住宅（次の全

てに適合）
・原則として昭和56年６月以降
　に建設されたもの
・世帯人数に応じた間取り・面積
　を有し、賃料が月額90,000円
　以内であるもの
※登録方法および詳細について
　は、電話で気軽にご相談下さい。
■問い合わせは…
　県県土整備部建築住宅課
　☎055（223）1730

歳末たすけあい県民運動
物品贈呈事業
　在宅寝たきり高齢者にバスタオ
ルを贈呈します。
配布時期　12月
対象　
　市内に在住する65歳以上の在
　宅寝たきり高齢者で要介護３～
　５の介護認定者（施設入所者や
　市外在住者は対象外）
申込受付　家族など介護している
　人が窓口にて申請してください
持ち物　申請に来る人のはんこ、
　対象となる人の介護保険証
申込締切　
　９月29日（金）まで
■申し込み・問い合わせは…
　市社会福祉協議会
　☎055（277）1122
　 055（277）1284

　■問い合わせは…
　　環境課　

新

敷

双

敷
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双
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本

　　☎055（278）1706
　　敷島支所市民地域課
　　☎055（277）3112
　　双葉支所市民地域課
　　☎0551（20）3650

液肥無料配布
　市バイオマスセンターで生成し
た液肥を、次の日時に無料で配布
しますので、農地の管理や家庭菜
園などにぜひご活用ください。

日時　９月13日・27日の水曜日
　午後２時～４時
場所　市バイオマスセンター
　（玉幡中学校北側）
※液肥を入れる容器（20リット
　ルポリタンク等）を持参願いま
　す。ご不明な点がありましたら
　環境課までご連絡ください。

せん定枝粉砕処理
※９月18日、23日は、祝日のた
　めお休みです。
対象となる枝
　せん定枝の長さは２ｍ以下、直　
　径10cm以下のものに限ります。
※枯れた枝、葉っぱ類、根の部分、
　ツタ類、腐食した物、金属類がつ
　いた枝、草・竹等は受け入れし
　ませんので注意して下さい。
※営利目的で伐採したせん定枝
　の持ち込みは出来ません。
○玉幡中学校北側市管理地
受入日　金曜日以外
○自然休養村管理センター
　（敷島総合公園入口）
受入日　日・火・金
時間（共通）　午前９時～正午
　午後１時～４時
粉砕チップを希望する人へ
　粉砕処理したチップを市内在住
　者に無料でお渡ししています。
　受入時間内に袋を持参して係員
　の指示に従ってください。

市指定のごみ袋について
　現在市で使用している指定ご
み袋は、『もえるごみ』用が３種
類、『もえないごみ』用が１種類
の合計４種類あります。
　特に『もえるごみ袋』について
は、筒型40Ｌと上部が結べるよ
う加工されたＵ型36Ｌの2種類
と、小型サイズ（18L）があります
ので、それぞれの生活に合わせ
て、形やサイズ等を選んでご利用
いただけます。
　なお、取扱い商品については、
販売店により異なりますので、各
店舗にお確かめのうえご購入下
さい。
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●甲斐市の人口 ●日本人：74,390 人（＋６）【男性 36,898 人（+11） 女性 37,492 人（－５）】
●外国人：1,065 人（－4）　●世帯数：32,086（＋41）

75,455 人（+２）
（平成29年７月末現在）

今月の
表紙

台風通過後の釜無川
日本ネットワークサービス「テレビ回覧板」８月７日から翌未明にかけて、大月市や都留市などを中心に、県内

にも被害をもたらした台風５号。表紙の写真は、その台風が通過
した後の荒々しい釜無川の様子です。

市の生活情報やイベント情報を文字と音声でお届けします。  
［月～日曜日　9:30～、18:00～］

（　）内は前月比

イベントカレンダー

2017９ 月
 September

竜王庁舎 ☎055（276）2111　敷島庁舎 ☎055（277）3111　双葉庁舎 ☎0551（28）2211

1

15

9

5

13

16
17

19

24

20

27

21

28

18
■10 月分学校体育施設一斉解放受付 午後７:００ 
　11 月分社会体育施設一斉解放受付 午後８:００
　竜王北部公民館

22

23

25
26

凡例

……双葉 B&G 海洋センター（プール）双 B ……敷島 B&G 海洋センター（プール）敷 B

14

8

月

火

10

水

11

木

土2

6

4
3

火

木

水

7

日

月

12

日金

29

水

金

日

土

30

★１歳児健康相談（竜王地区）　P� 

●おもちゃの病院 午後２:00 敷島みなみ児童館　

★４か月児健診（敷島・双葉地区）　P�

★にこにこママルーム　P�

●市民相談 午後 1:30 双葉庁舎

■10 月分学校体育施設・
　11 月分社会体育施設随時解放受付 午前８:3０
　スポーツ振興課・敷島公民館・双葉公民館

★４か月児健診（竜王地区）　P�

●朗読処「おきらく亭」　P�

ページの見方　白丸に黒字 ( 例 :P②) は、表紙から数えたページ番号。黒丸に白字 ( 例 :P❷) は裏表紙から数えたページ番号です。

水

木

木

金

★２歳児健診（竜王・双葉地区）　P�

●行政相談 午後１:30 双葉公民館

★２歳児健診（竜王・敷島地区）　P� 

★３歳児健診（竜王・双葉地区）　P�
★３歳児視聴覚・尿検査再検査日　P�

★にこにこママルーム　P�

●市民相談 午後１:30 敷島総合文化会館

●青空市場 午前９:00 敷島中学校東側駐車場

●地域フォーラムＩＮ甲斐市　午後 7:00　P⑩

月

土

日

○休館日…
★１歳６か月児健診（敷島・双葉地区） 　P�

●青空市場 午前９:00 敷島中学校東側駐車場

★３歳児健診（竜王・敷島地区）　P�

●軽スポーツ教室 午後７:３０ 敷島体育館　P�

●市民相談 午後 1:30 竜王北部公民館

○休館日… 敷 B

○休館日… 双 B

★にこにこママルーム　P�

●青空市場 午前９:00 敷島中学校東側駐車場

○休館日… 敷 B

●青空市場 午前９:00 敷島中学校東側駐車場

月

火

★１歳児健康相談（敷島・双葉地区） 　P�

秋分の日土

日

火

●上映会「ウルトラマン４」　P�

●９月定例議会（１０月２日まで）

●ボランティア相談 午後１:30
　市社会福祉協議会敷島本所

○休館日…

○休館日… 敷 B

○休館日… 双 B○休館日… 敷 B

○休館日…

日金

日金
土

○休館日…
●市政施行記念無料開放… 敷 B 双 B

●市文化協会講演 午後１:30 敷島総合文化会館

●市総合防災訓練 午前８:00

○休館日…

●公民館合同ふれあい講座 午後１:30 
　敷島総合文化会館

●竜王駅前甲斐てき朝市 午前８:00　Ｐ⑫

○休館日… 双 B

○休館日…

★１歳６か月児健診（竜王地区） 　P�

○休館日…

●ふれあいステージ 午後１:00　Ｐ❾

●ふれあいステージ 午後１:00　Ｐ❾
●しゃぼんだまおはなし会 午前 10:00　Ｐ�

○休館日… 双 B

●ライライくんのスタンプラリー（～ 11/19 まで） P�

○休館日…
●青空市場 午前９:00 敷島中学校東側駐車場
●大弐学問祭　Ｐ⑫

●軽スポーツ教室　午後７:３０ 敷島体育館　P�

○休館日…

●クイズ王はだれだ！？（～ 11/12 まで）　P�
●雑誌のバックナンバー市（～ 10/29 まで）　P�

○休館日…

敬老の日

★にこにこママルーム
★３歳児視聴覚・尿検査再検査日　P�

市内小中学校の
指定学校変更
　市教育委員会では、児童生徒が
住んでいる地域により、就学する
小・中学校を指定しています。
　しかし、特別な事情により、「相
当な理由がある」と認められる場
合は、保護者の申し立てにより指
定学校以外の学校へ通うことがで
きる「指定学校変更」という制度が
あります。
　また、特別な事情により市外か
ら甲斐市の学校に就学を希望する
場合は、「区域外就学」という制度
があります。
　どちらも申請が必要です。詳細
は学校教育課まで問い合わせくだ
さい。
　なお、小学校在学時に指定学校
変更の許可を受け、引き続き在籍
した小学校と同学区の中学校へ進
学を希望する場合は、中学校入学
時に、再度申請が必要になります。
（ただし、小学校在学時許可を受け
た指定学校変更の許可事由によっ
ては、中学校の変更ができない場
合もあります。）
※双葉の一部地区では、小学校入
　学前に学校を選択できます。詳
　細は、市ウェブサイトをご覧く
　ださい。（各申請書のダウンロー
　ドも可能）
■問い合わせは…学校教育課　
　☎055（278）1696

市税の重複納付に
ご注意ください
　市税が重複納付等により納めす
ぎとなり、返金（還付）手続きをす
る人が多くなっています。

　市税の納付書は課税当初にまと
めて各納期分を発送していますが
（口座振替設定の市税は除く）、納
期限までに納付がなかった場合
は、督促状を発送しています。
　当初の納付書と督促状での納付
や、全期前納で納付済みの固定資
産税を手元に残っている当初の各
納期別の納付書で納付すると重複
納付となります。
　督促状等で納付するときは、再
度、領収書等で納付済であるか確
認をお願いします。
　なお、納付状況が確認できない
場合は、ご本人確認できる書類を
持参のうえ、収納課または各支所
市民地域課の窓口で問い合わせく
ださい。
■問い合わせは…収納課　

新

敷

双

敷
２

双
公

本

　☎055（278）1680

国民健康保険の資格異動
届はお済みですか
　国民健康保険（国保）は、職場の
健康保険などとは違い、就職や退
職などの事由で加入するときや脱
退するときは、加入者自らが届出
をしなければなりません。
　国保の資格に異動があったとき
は、異動があった日から14日以内
に届出を行ってください。
◎就職したときは…
  就職して他の健康保険に加入し
たときや、健康保険の被扶養者に
認定されたときは、国保の資格喪
失の届出が必要です。
○届け出に必要なもの
・国民健康保険被保険者証
・新しく交付された健康保険被保
　険者証
・印鑑
・マイナンバーがわかるもの
◎退職したときは…
  退職して健康保険の資格を喪失
したときや、健康保険の任意継続
を喪失したとき、または健康保険

の被扶養者から外れたときは、国
保の資格取得の届出が必要です。
　なお、加入の届出が遅れると、加
入資格を得た月までさかのぼって
国民健康保険に加入し、国民健康
保険税も納めていただく必要があ
ります。
○届出に必要なもの
・健康保険資格喪失証明書（退職
　した日のわかるもの）
・印鑑
・マイナンバーがわかるもの
届出先
　保険課または各支所市民地域課
■問い合わせは…保険課　新

敷

双

敷
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　☎055（278）1665

クラインガルテン
利用者募集
　クラインガルテン（滞在型市民
農園 ) の平成30年度新規利用者
を募集します。希望者は、現地見
学説明会へ参加してください。
募集区画　４区画
◎施設概要
・区画面積　約300㎡
※うち休憩施設【１LDK】約50㎡、
　菜園約140㎡
・費用　
　入会金30万円※５年間有効
　使用料40万円（年間）
◎現地説明会
・日程　10月２日（月）～６日（金）
※午前10時・午後２時の２部制
・予約方法　
　９月４日（月）～ 15日（金）に
　電話（平日のみ）、電子メールに
　て受付
※予約申込の際に、氏名・住所・
　電話番号・参加希望日・申込理
　由をお知らせください。
■申し込み・問い合わせは…
　農林振興課　

新

敷

双

敷
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双
公

本

　☎055（278）1707
　 nourinshinkou@city.kai.
　　 yamanashi.jp
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配布対象者
　身体・知的・精神・発達障がいをお持ちの人（手帳の所持は問いません）、
難病や高齢などを理由に手助けを必要とする人。
配布場所
　福祉課、長寿推進課、各支所市民地域課

　「何かお困りですか」「私に手助けできることはありませんか」など、声をかけてくださ
い。ヘルプカードを提示されたら、カードに記載されている内容に沿った支援をお願いし
ます。

ヘルプカードを持った困っている人を見かけたら…ヘルプカードを持った困っている人を見かけたら…

■問い合わせは…福祉課　☎055（278）1691

　市では、障がいや高齢などにより「手助けを必要とする人」と「手助けができる人」を結びつける
ヘルプカードを作成し、９月１日から配布します。
　ヘルプカードとは、障がいのある人などで自分から「困っている」とは伝えられない人たちが、周囲
の人へ手助けや配慮をお願いするためのカードです。

ヘルプカードの携帯方法ヘルプカード
こ
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